










.『畏 兀 児 館 課 語』 の 研 究
一 明代 ウイグルロ語 の再構




























漢語 とその周辺諸言語 との対訳語彙や 「来文」 と呼ばれ る対訳文例からなる
くの
「華夷訳語」にはいわゆる甲乙丙の三種がある。 この内チュルク語が扱われて
いるのは乙種 「高昌館訳語」 と丙種 「畏兀児館訳語」の二種である。前者は四
夷館における訳字生教育の目的に作 られ後者は会同館における通事養成の目的




い る。一方,「畏兀児 館訳語」 に関 しては 曽て筆者がそ のチ ュノレク語 の 性格に
くの
ついて論じた ことがあるが(1982),それ以外の研究は未だない。





資料とな りうる。これに対 して 「高昌館訳語」のチュルク語は後に触れるよう
にウイグル文字による文語形式とその読書音とからなっている。
ここでは,丙 種 「畏兀児館訳語」の漢字音写チュノレク語から当時の実際のチ
ュルク語音形式を推定 し,その音韻体系と語彙の再構成を試みる。又,再 構 し
た言語の特徴についても解説 したい。
1.1上 のチ ュノレク語 音形 式の推定 の手続 ぎとしては,先 ず最 初に全ての 漢字
(1)甲種に所属するのは蒙古(嵯鞄)語 のみである。「華夷訳語」 についての書誌学的
解説は石田(1931)に詳しい。
(2)こ の他に,「来文」に関する 最近の研究がある:胡 振隼/黄 潤隼 「明代高昌館来文
及其歴史研値」「中央民族学院 ・学報」1982年。
(3)チ ュwク語以外の研究については,山崎忠 「我が国に於ける華夷訳語研究史」(『朝

















一方,こ の単語集の編纂者は漢諭 こは精通 していたが,チ ュノレク語には十分
く　　
な知識 を もっていなか った と考え られ る。従 って実際の発音形式 と比べて不正
確な記述 も混入 され てい ることを 想定 しておかね ばな らない。 た とえば,「下
雨」 は阿噛 と表記 されてい る。 この意味を表わすチ ュルク語は一般にyaγ一の
形式を用い る。初頭の漢語 音aは この テクス トの他の場所では チ ュノレク語初頭
の/a/を表 わ し,/ya/はiaで 表記 され る。 もしこのaが ここで/ya/を 表
わすのな ら,aは/a/と/ya/の 二種を表示 し,iaと 表示範囲を重ね合 うこ
とになる。 又,/y/は 一般的なiの 他 にゼ ロで も 表示 され ることに なって,
表記の規則性は緩慢な もの となる。反対に,aが/a/の みを表示す るの なら,
「下雨」は/aγ一/とい うチ ュノレク語 としては変 った形式を もつ こ とに なる。 だ
が,表 記体系には一定 の合理性を認めねば ならない ので,上 のよ うな場合 には
実際には存在 しなか った チ ュノレク語音か も知れ ないが,後 者 の解釈 を採用すべ
ぎであ る。おそ ら くこの よ うな表記は編纂者に よる誤 りであろ う。 しか しその
誤 りの段階を越えて音価の推定や単語形式の再構は でぎない。 もちろ んこのよ
(4)cf.庄垣 内(1982p.36)及び本 書p.165。
(52)
うな単語には註を施 して,有 り得る実際の形式を掲げたいが幸いなことにそ う
多 くはない。
1.2「高昌館訳語(一 書)」の人物門では 「高昌」に対してwyqwr畏兀児が
当てられているよ うに,「高昌」 と 「畏兀児」は同一地域(or民族)を 指す と
いってよい。「高昌館訳語」のチュルク語は 「来文」が示す通 り,土 魯番,?
密を中心 としたウイグ リスターンで使われていた言語である。従 って 「畏兀児
館訳語」のものも同一地域のチュルク語であったと考えてよい。前者を 「明代
ウィグw文語」,後者を 「明代 ウイグノレロ語」 と呼んで差 し支えあるまい。
それ故,上 の1.1c`現われた 「第二段階」で対照するチュノレク語 も現在の新
彊で用いられている新 ウイグ)L語を中心とした東方チュjLク諸語を採用 した。
又,「高昌館訳語」 と,や は りrウル.ファン・ハ ミ辺 りの 言語で書かれた 「五













しか し,「高昌館」のような 漢字表記が 「畏兀児館」チュノレク語の再構に役
立つ場合 も多々ある。たとえば読書音形式の音節末の1を 漢語韻尾 一nで表記
した り,閉鎖音やrが 音節末にあって表記ゼロで示されることなどは 「畏兀児
館」と同様であるが,ウ イグル文字表記との対照から 「畏兀児館」のこれらの
(53)
子音 も鼻音やゼロではなく実際に1や 閉鎖音や γなどであったことが 確認で



















(蟹撮)eiuei(塁 撮)auiau(効 撮)Dbuっ(果 鑛)aiaua
(假撮)εiεuεiue(拙 撮)aninu(a)niun(至 秦撮)aniεnuan
lUE--(山撮)ania13uao(宕 揚)auiau(流 撮)
但 し,こ の韻図 では現在 の北京語 の唇位開 口音は全 て合 口音 として扱 われ て
い るが,こ の合 口性は こ このチ ュノレク語音表記 セこは関与 してい ない ので以下 で
(5)cf.庄垣内(1979)。又 以下の 「五体清文鑑」チュwク語の形式はこの拙稿で示 し
た方法によって再構した形式である。
(6)明代北京音としてこの韻図からの再構音を用いたのは西田(1963等)の方法に従
った。 更に再構音は陸志童 「記徐孝重訂司馬温公等韻図経」(「燕京学報」 第三十二期)
で提出された形式を用いたが,若干の便宜的な修正を加えたところもある。
(54)








なお,以 下では 「畏兀児館 訳語」 チ ュノレク語 即ち明代 ウィ グノレロ語 を ウイグ
)L語A,「高 昌館訳語」 チ ュノレク語即 ち 明代 ウイグル文語 を ウイグノレ語Bと 呼
(9)
び た い 。
(7)「 ロンドン本」は現在はSchoolofOrientalandAfricanStudiesに所属している。
「阿波国文庫本」は京都大学文学部所蔵の写真を利用した。 なお 「ロンドン本」 では
「委兀児課語」となっている。 この三本以外は 「正斎目賭本」 「彙刻書目外集所載本」
「河内本」「稲葉氏本」「孝藪堂目所載本」である。
(8)「 阿波国文庫本」では 「器用門」の末尾の四語と 「鳥獣門」初頭の六語が後者の部
門名と共に脱落している。












2.ウ イ グ ル 語Aの 音 韻 体 系 の 再 構
2.1子 音
漢語 の音節構造 とチ ュノレク語 の もの とは大 ぎ く異 ってい るので,漢 語音 を も
って ウイグル語Aの 音節を正確に表示す ることはで きない。:東方 チ ュルク語で
は一般に次の六つの音節構造 の型 と,切 れ 目の型 を もってい る。
VCVVCCVCVCCCVCC
…VICV… …VCICV… …VCqCV…
ウイ グル語Aも 基本 的には これ と同 じ型を もっていた と仮定 したい。
2.1.1音 節 初 頭 位 に 立 つ 子 音
2.1.1.1閉 鎖 音
明 代 北 京 漢 語 は,有 気 対 無 気 の 対 立 を な すkh-kth-tph-Pの 三 系 列
六 種 の 閉 鎖 音 を も っ て い た 。 一 方,東 方 チ ュル ク 語 の 閉 鎖 音LYrも軟 口 蓋,歯 茎,
両 唇 の 三 系 列 が あ る が,一 般 に は 気 音 に よ る 対 立 は な く,有 声 対 無 声 の 声 の 対
.立が あ る 。





突 子khuts1「 秋 」(203):Uig・Bん 吻5Wu・k?OMT.k?
N.Uig.k?.
闊 闊khuっkhuっ 「青 」(792):Uig.BkwykWu.k6kOMT.k6k
N.Uig.k?.
以 乞ikhi「 ご 」(803):Uig.BikyWu.ikiOMT.ikiikki臾i
N.Uig.ikiikki,
洗 児 克siarkhε 「酷 」(562):Uig.Bsyrk'Wu.sirk膂MT.
(56)
sirk膀.Uig,sirk舖erk?










上掲 の(a)は漢語 の軟 口蓋無声有気音khが チ ュルク語 の無声音kと 対応 し,
(b)は漢語 の軟 口蓋無声無気音kが チ ュノレク語や ペノレシャ語 の有声音9に 対応
してい る。 これに よって漢語 の有気音が ウイグル語Aの 無声音を無気音が ウイ
グル語Aの 有 声音を表示 しよ うとした ことが大凡理解で きる。 この よ うな方法
は,漢 語 音化 された満州語の表記体系を利用 した五体清文鑑 チュルク語 の閉鎖 .
くゆ
音と破擦音表示にもみられる。




苦 刺khula「 耳 」(520):Uig・Bq脚'qWu・golaqOMT.qul7aq
N.Uig.qulaq.
課 卜kh些 ～bu「 起 」(34):Wu・qoP-OMT.qoP-N.Uig.qop一.




上掲例は漢語音khが チ ュノレク語 のqと対応している。本来のチ ュルク語に
は一般に軟 口蓋系列の無声閉鎖音`G'前部,後 部の二種があって,ふ つ うは母音
の前舌音,後 舌音と呼応 して現われる。(a)のkhにっつ く韻母は後に述べる
ようにウイグル語Aの 前舌母音を,又(c)の韻母は後舌母音を表示することが
できるので,こ こでは漢語のkh一 種を用いてウイグル語Aの 前後二種の軟 口
蓋音を表示したものと判断でぎる。チュノレク語の9も一般には前舌母音 と結合






(d)噛 児kっar「 雪 」(7):Uig.B4'rWu.qarOMT.qarN。Uig.qar.
鳴 刺k)la「 黒 」(794):Uig.B4'r一一'Wu.qaraOMT.qaraN.Uig.
gara.
疇 林kDIin「 厚 」(702):Uig.B4'zynWu.qalil10MT.gahn
N.Uigqaiin.





「等 韻 図 経 」 中,果 撮 開 口 篇 ・見 母 音 に 所 属 す る 鳴k)は 一 部 の ウ イ グ ノレ語
Aのraを 表 示 す る も の を 除 け ば 上 掲 の ご と く常 に チ ュ ル ク 語 のqa又 はka
(借用 語 に 限 られ る)に 対 応 し て い る 。当 時 の 北 京 漢 語 で は,khaは 一 般 的 音 節
で は な か っ た の で,kっ を も っ て ウ ィ グwqAのqa又 はkaの 音 価 を 表 示 し
ょ う と し た も の と推 定 で き る 。 こ の よ うな 噛 の 使 用 は 「回 回 館 訳 語 」 に お い て
(il)
も み る こ と が で き る 。
(11)cf.鳴児k舐「 事 」 鳴 石q舖「 銭 」(本 田217;582)。
(58)
一方,「等 韻図経」 中,假 囁開 口篇の見,曉 二声母に振 り分 け られてい る恰
(ka,xa)は,ふつ うはその曉母 音を用 いて ウィ グw語Aのxa-rx艪? 表 示す
る。 しか し,上 掲(d)のご とぎ単語 では他 のチ ュルク語 との対応か ら,む しろ
qaの音価を表示 した もの と推定 したい。なお,ウ イグル語B(高 昌館訳語)で
(12)
はqaは 常に恰に よって表示 されている。
2。 漢 語 音thtの 表 記
(a)塔tha「 山 」(94):Uig・Bt'qWu.taγOMT.taγN.Uig,taγtaq.
ﾜ必thεpi「 太 馨 」(455):Wu.t臙ibN.Uig.t記bib.
脱 羅thinluり 「多 」(749):wu.tulaN.Uig,tola.
土 舎thu§ ε 「褥 」(544):Uig.Btzuys'kWu.t?ekOMT.t?臾
N.Uig.t?臾.
額 児 帖 ε ∂rthiε「早 」(213):Uig.B'rd'Wu.舐t膂MT.舐t?
ert膀.Uig.舐t?
阿 児 場aarthi「 六 」(807):Uig.BｰldyWu.altiOMT.alti
(12)ウイ グル 譜Bの ウ イグ ル文 字 文 語 表 記 は,軟 口蓋 前 部 閉 鎖音 を文 字 々で,後 部 の も
の を 文字4で 表 わす 。 文 字 走に対 す る読 書 漢 語音 はkh一 とk・ が用 い られ て い る が,語
頭 で は 原 則 的 にkh一 が 立 つ。(東 方)チ ュノレク語 で は語 頭 は一 般 に無 声 のkが 立 つ ので
この位 置 で は ウ イグ ル 語Bのkh一 とよ く対 応 して い る 。 一 方語 中で は漢 語 音kh一 とk・
の 両 方 が現 われ るが,こ れ ら は他 の チ ュル ク語 のkgと うま く対 応 し ない:iky以 几
jki「二 」(Ligeti'66'69に掲 載 の フ ァク シ ミ リ番 号No.II-18a)cf.OMT.iki,ywkwn
羽 恭ykun「 拝 」(No.II-22b)cf.OMT.yUkUn・,ykyrmy以起 児 蜜ikhiarmi「二
十」(No』 一18b)cf.OMT.yigirmi,ゑy躍兵 克piAlih｣「聰 」(No.22a)C{.OMT.
bilg?
ウイ グル 語Bの 漢 字表 記 は他 の 子 音 に 関 して も声 の 点 で チ ュル ク語 と一致 す る対 応 を
Yさ な い。 これ は,ウ イ グル 語Bの 漢 語音 表 記 が,ウ イグ ル語Aの よ うな 声 を弁 別 す る
方 法 を 十 分 に は知 らな か った こ と と,書 き手 の,ウ イグ/v語自体 に対 す る 知識 の欠 如 に
よ る も の と推 定 で き る。Ligetiは,ウ イグ ノレ文 字nyのnの 点 の 脱 落 した も の を,y
と誤 って 以iで 音 写 した 例 や,vとyを 表 わ す 文字 が 同一 形 態 を 示 す こ と か ら,qav・に
対 して 概khaiで 音 写 した例 を引 い て,書 き手 が 実 際 の ウイグ ル 語 の 発音 と は無 関係 に
文 字 を逐 字 的 に 漢語 音 写 して い る 点 を 指摘 して い る('69p.31p.42)。
な お,ウ イグ ル語Bの 文 字4はqとrを 表 示 す る が,他 のチ ュル ク語 のqと 対 応 す
る文 字4に 対 す る 漢 語音 は,語 頭 で はaに 先 行 す る もの を除 い てkh一 が,語 中で はkh・
とX・ が立 つ 。但 し ウイグ ル 語Bで は初 頭 に9や γの 立 つ例 は ない 。twqws土 庫 思thu










上 掲(a)のごと く漢語 音thは 常 にチ ュルク語 のtに 対応 し,(b)のご とく
tは常にdに 対応 してい るので,kh:kの 場合 と同様にthが ウイグノレ語A
の歯茎無 声閉鎖音tの 音価 を,tが その有声音で あるdの 音価を表示 した もの
くエヨラ
と推定 して よい。
3。 漢 語 音ph,Pの 表 記
(a)柏 思phas1「 更 」(263):Osm・p舖Per.p舖,
批 蜴phithi「 風 」(632):Wu.pitN.Uig.pit.
阿 児 柏aarpha「 青 裸 」(323):Uig.B'rp'Wu.arpaOMT.arpa
N.Uig.arpa舊a.
亦 柏 児iphagr「 庸 香 」(345):Wu.iparOMT.yiparN.Uig.ipar
ifarip?
冴 漢 児 腐 撒 慢iaphuarkasaman「 茶 」(565):Uig.By'pyrq'4
Wu.yapurmaqOMT.yapurraqN.Uig.yapurmaqyapraq









(b)把 児paor「 有 」(75):Uig.BP'rWu.barOMT.barN.Uig.
barba.
伯 唄Pεt§hen「 猴 」(277):Uig・BpybynOMT・bi6inbe6in・
別 失piεFl「 五 」(806):Uig.BpySiWu.bie§OMT.bi§be§
N.uig.begba9.
李 亦Pりi「 香 」(302):N.Uig.boybuy.
必 児pier「 一 」(802):Uig.BprVrWu.birOMT.bir'N.Uig.
birberbar.
上 掲(a)の ご と くphは チ ュノレク語 のPに 対 応 し,(b)の ご と くPはbに 対
応 し て い る の で,phが ウ イ グ ル 語Aの 両 唇 無 声 閉 鎖 音P,そ し てPが そ の 有
　 　
声音であるbの 音価をそれぞれ表示したものと推定でぎる。
以上から,ウイグル語Aの 音節初頭に立つ閉鎖音 とそれを表示する漢語音 と
の関係は次のごとくまとめられる。
讐乳語A勲 篶鷲
(1)ウイグノレ語Aの 母音aに 先行す る とき。
2.1.1.2破擦音
明代北京漢語 は,閉 鎖音 と同じ く有気対無気 の対立を もつtsh-tst§h-t§
の二系列 四種 の破擦音を もってい た。東方 チ ュノレク語 では歯茎硬 口蓋 の無声破
擦 音がみ られるが,現 代語ではその有 声音 もふつ うに現 われ る。
1。 漢語 音t§ht§ の表記
(a)叉 黒 皇§ha聖 「時」(206):Wu・caYOMT・caYN.Uig・carcaq・
克轍khεt§hε「夜」(208):Uig,Bk'c'Wu.k臘膂MT.kic?
kec膀.Uig.kic臾臘?
(14)ウ イグ ル語Bの 文 語 表 記 で は両 唇 閉 鎖 音 は 文字pで 表示 され る。 文 字 ♪ は 常 に漢
語 音p・ で 読 ま れ て い るが,こ の 中 に は他 の チ ュル ク語 の無 声 のPに 対 応 す る もの も あ
る:'rp'阿児 把aarpa「 麦 」(No.1-10b)cf。oNrr.arpa,y伽9'9葉必児 姶iεpi
arxa「葉 」(No.1-11b)cf.oNrr.y舊irraq.
<si)




祉 祉t§hεt§hε 「花 」(290):Uig.Bδ'δ'々Wu.c臘臾OMT.c臘臾
N.Uig.cic臾c臘臾.
(b)批 安t§aan「 性 命 」(534):Wu.JanN.Uig.了anian.
者 児 得 阿 芯tFεorteiathε 「赤 馬 」(662):Uig.Bbyrd'Wu.
JerdeN.Uig.Jardajerda.
只 塔t§ltha「 鎗 」(577):Uig.B∂ツd'.Mong.iida.
麻 児 糺 安maort§aan「 珊 瑚 」(774):Ui9.Bm'rj'nWu・ma「∫an
N.Uig.marJanmarJan.
允 柱iunt§y「 珠 」(772):Uig.BwpηjtvWu.yUnjiOMT.yinこU
N.uig.yUnJayUn漁.
上 掲(a)の ご と く漢 語 の 硬 口 蓋 反 舌 有 気 音tFhは チ ュ ル ク語 の6に 対 応 し,
(b)の ご と くtFhの 無 気 音 で あ るt§ は 主 と し て チ ュノレク 語 や 蒙 古 語 の 」 に





ウ イ グ ル 語ACJ
(15)ウ イグ ル語Bで は文 字 δ が歯 茎 硬 口蓋破 擦 音 を 表 示 し,漢 語 音tghとtgで 読 ま
れ てい る 。語 申 に お け る この 漢 語音 の使 い 分 け は 必 ず しも他 の チ ュル ク語 の声 の 有 無 と
は対 応 して い な い 二`Zの因 只int§、 「使 臣 」(NQ.1-22b)cf.OMT.N.Uig.11C7^'
elc"i.(東方)チ ュル ク語 で は語 頭 に は 本 来有 声破 擦 音 は 立 た な い。 例 外 的 に現 わ れ る語
頭位 の漢 語 音t§・は 蒙 古語 の3と よ く対 応 して い る:8ッZ'め,窄劇 的t§ailati「躾 避 」
(No.II-26a)cf.mong.1it.jayila・(Lig.'66p.149),伽ッr♂'主々 児 祉t§y∂rt§hε
「女直 」(No.1-24a)cf.D(乙)勉グδ"主児 察 蜴t§yart§hathi「女直 」(人物Fゆ 但
し ウイ グノレ文 字 音 写 の末 尾 のkはLigeti('66p.154)によ る とtの 誤 りと い う。
語 頭 に有 気 音 を 立 て る漢 語 音 表 記 の 原 則 を破 る もの が,上 の よ うに 蒙 古 語形 式 と共 通
す る の は,書 き手 が 蒙 古語 の知 識 を も って い た こ とを 推 定 させ る。
(sz)
2.1.1.3摩擦音
明代北京 漢語6`は,xε一現sfの 四系列五種 の声母摩擦音が あった。§と4
は声の対立 をなす。一方東方 チ ュル ク語 には軟 口蓋,歯 茎硬 口蓋,歯 茎,唇 歯
の四系列の他声 門無声摩擦音 を もつ もの も多い。







上掲 のごと く,チ ュノレク語 や ペノレシ ャ語 のxとhは 常に漢語音xと 対応 す る。
この よ うなxが ウイグル語Aのxhの 二種 の音価を表わそ うとした可 能性はあ
るが,こ こでは軟 口蓋無 声摩 擦音xの 音価 を表 示 した もの と推定 したい。








上掲 の漢語音xεxanxuoで 表わ した ウイ グw芍ｹ が,当 時の トゥル ファ
ン地 方のチ ュwク 人に よって実 際にはqi(q),qan,k?ﾉ近 く発音 されていた
可能 性は大 きい。 しか し上に述球た よ うにチ ュwク 語 のxhは 必ず漢語音xで
表示 され,khの 表記はない。又,上 の よ うなxεxanxuつ が ウイ グル語A
のqi(q),qan,k6の一般的表記で あるkhεkhankhuaと 表記上補 い合 う
関係 に もない。それ故 .ここでは上 の ごときxは ウイ グル語Aの 軟 口蓋無 声摩擦
音xの 音価 を表示 した もの と推定 してお きたい。
(63)
(b)阿 阿a●a「 壽 寄 」(464):Uig.B'4`Wu.aγaOMT.aqaN.Uig.
araaqa.
鳴 阿 子kっ'ats1「 紙 」(585):Uig.Bq'q'tWu.k舐azOMT.k臠d?
N.Uig.karazk膾艘.
阿 額 児a'Ear「 重 」(831):Wu・aγirOMT.arirN・Uig・aeYirerir・
塔 木 阿thamu●a「 印 」(584):Uig.B,,tmq-Wu.tamγaOMT・
tamraN.Uig.tamra.
養 兀 児ianuar「 雨 」(8):Uig.By'qmwrWu.yamYurN・Uig.
yamrur.
土 児 兀 子thuar.Uts1「 竪 」(725):Wu・turruz-N・Uig・turruz一・
(c)鼠 杜 児 故Futuerkur直 」(727):Mong・sidurγu・
卜児 故pu∂rku「PtJp/X」(598):OMT.bOrγuChag・bOr7uOsm・
burγu.
冴 濃 児 噛iaphuerko「 茶 」.(565):Uig.Bpt'PPtrq'qOMT.yapirγaq
yapurγaq・何 れ も 「葉 」 を 意 味 す る.
諮 卿 薦順 一xu)orkり §m一 「錫 一」(505):Chag・N・Uig・korγa§un
(Rad.)。 　
與 故 失 都 児iukuFltuor「 収 拾 」(399):N・Uig・yoγustur一
ソ
yuγustur一・
以上 のごと く漢語影母.とkと は チ ュル ク語(or蒙 古語)の γ と対応す る。
・は現代北京語 のよ うに音節 の初頭 にあ って喉頭 の緊張 を表わ した と考 え られ
る。 ・とkと は表記上 の完全な使いわけ はないが,一一・応kはrに 後続 して現わ
れてい るとい って よい。漢語には γが存在 しない ので この ・と茎を もって ウイ
グノレ語Aの 軟 口蓋有声摩 擦音 γの音価を表示 した もの と推定 したい。 なお,ウ
く　　ラ
イグノレ語Bに おいて も ・やkに よって γが示 されてい るとい える。
2。漢語音 §現の表記
　 ソ
(a)夏 夫 塔 緑Safuthalu「 桃 」(308):Wu・sabtuliOsm・seftali
(64)
N.Uig.saptul.
舎 児 §εar「 獅 子 」(437):Wu.§irN.Uigv.sirsir,.
所 児 把 §uっarpa「 湯 」(563):Uig.Bscarp'Wu.sorbaN.Uig.
sorba.
啄 甚ia§on「 緑 」(795):Uig.By'営 メWu.yasilOMT.yasil
N.Uig.yasilyesil.
冴 黒 失iaxε §1「好 」(377):Uig.By'qsyWu.V.yaxsiOMT.yaq§i
yaxsiN.Uig,yaxsiyaxsi.
上 掲(a)の ご と く漢 語 の 反 舌 無 声 摩 擦 音 δ は 常 に チ ュル ク 語 のvSと 対 応 し
て い る 。 こ の § が ウ イ グ ル 語Aの 歯 茎 硬 口 蓋 無 声 摩 擦 音vSの 音 価 を 表 示 し た
も の と推 定 し て 差 し 支 え な い 。
(b)穰 阿刺 現aOala「鍵」(575):cf.Wu.canN.Uig.了aηcan.
§ の有声音 現が表記 さ.れた単語は この一例 に限 られ る。 この 現 が ウイグノレ
語Aの 動 有声蔀 を表示したものと推定した駅。
3。 漢 語 音stsの 表 記
(a)撒 力sali「 黄 」(791):Uig.Bs'ryqWu.serirOMT.SlilYN.Uig.
seriYseriq.
写 乞 子siεkhitsユ 「八 」(809):Uig.BS'kysWu.s臾izOMT.
s臾izs臾kizN.Uig.sekizs臾iz.
小 文 的siauuan璽 「喜 」(366):Uig.B5'脚ツηδOMT.s舸incChag.
sevmc.
(16)ウ イグ ル 語Bで はqとrは 同一 文 字4に よ って表 記 され て い る が,漢 字 表 記 で は
γ を 表 わ す の に ゼ ロを 用 い る 点 とkuを 用 い る点 とに お いてqの 音 写 と は異 って い る:
wqwl兀 温uun「 児 」(No.1-19a)cf.OMT.oYul,"ッg"7畏兀 児ueiuar「 高 昌」
(No・1-24a),pwgwrqwlwq卜苦 児 古禄pukhu∂rkulu「 減 省 」(No.9b)cf.
buqurruluq(Lig.'69p.19)。こ の γ 専 用 の 表 記 の存 在 は書 き手 が あ る程 度 ウ イグル 語
の発音 に通 じて い た こ と を示 して い る。 しか し γ の 多 くはqと 同 じ表 記 で あ るkh・x・
を使 用 した:swqwn蘇 坤sukhun「葱 」(No.1-12a)cf.OMT.soγm,'qys阿黒 思
aX｣S1「口 」(No.1-25b)cf..OMT.ar3z.cf.註(28).
(17)ウイグ ル 語Bの 文 字5も 漢 語 音 §.で読 ま れて い る。 な お こ の有 声 音 は現 われ ない 。
(65)
速su「 水 」(93):Uig.BswﾟWu,.suoMT.subsuvN.Uig.sus?
以 夕isi「 熱 」(210):Uig,BisykWu.isigOMT.isigN.Uig.
issiqissiy.
(b)把 雑 児patsaer「 市 」(101):Uig.BP's'rWu.bazarN.Uig.
bazarbaza.
與 卒iutsu「 戒 指 」(781):Wu.tizUkN.Uig.α加k.
克 即 児khetsior「 紅 」(790):Wu.qizilN.Uig.qiziL




上 掲(a)のごと「く,漢 語 の歯茎無声摩 擦音sは 常に チ ュノレク語 のsに 対応 し
てい るの で,こ れが ウイグル語Aの 歯茎無声摩擦音sの 音価を表示 した もの と
推定 できる。一方,漢 語音tsは(b)の ごとく常 にチ ュル ク語 のzに 対応 して
い る。漢語はsの 有声音を もってい ない ので,同 じ位置に ある無声無気破擦音
tsを用 いて ウイ グノレ語Aの 歯茎有声摩擦 音zを 表示 した ものと 推定 してよい。
「五体清文鑑」 のチ ュノレク語 のzも 漢語音tsを 表わす専用文宇z`を 用い て
く　
表示された。
4。 漢 語 音fの 表 記
菲 児 肺 児feiarfeiar「 胡 椒 」(327):N.Uig.filfilpilpil.
哨 藍 夫 児kDlanfuar「 丁 香 」(331):N.Uig.qa∋ranfiヱqお1εempur.
脱 夫 刺thuDfula「 土 」(88):Uig.Btwpr'qWu.tupraqOMT.
(18)cf.庄垣 内('79)pp.35一》36.又 ウイ グル 語Bの 文 字Sは 語頭 位,申 位 で は伝 統
的 な 文字Sの 形 態 を,末 位 で はzの 形 態 を用 い る が両 者 は 単一 文 字5と して 扱 え る。
こ の文 字Sは 語 頭 で は原 則 的 に 漢 語音s・ で読 まれ,他 の チ ュノレク語 のsと 対 応す る が,
語 中 の音 節 初 頭 で はs・とts・が現 わ れ,他 のチ ュル ク語 のszと は異 った対 応 を示 す=
ρ'S'r把撤 児pasaar「 市 塵」(No.1-5b)cf.N.Uig.bazar,k"syk克夕几khεsiki




上掲 の漢語 音fは チ ュノレク語 のfあ るいはPと 対応 するが,Pは 他 ではph
で表示 されたので,こ こでは このfが ウイグル語Aの 唇歯無声摩擦 音fの 音価
(19)












(1)と りわ けrF`後 続 す る 。
明代北京漢語4=はm-n℃ の三種の鼻音が あった。東方 チ ュノレク語に もふ
つ うは こ の 三 種 が あ る が,瑠 は 単 語 の 初 頭4=は 現 わ れ な い 。
.1。 漢 語 音nlnの 表 記
(a)納 児naar「 石 榴 」(315):Uig.Bn'r一'Wu.anarOMT.nara
N.Uig.anarPer.n舐.
購 轍niεt§hε 「幾 日」(261):Wu.n臘膂MT.n臘膀.Uignec?
奴 児nuar「 光 」(57):Wu.nurN.Uig.n?nur.
(b)馬 難manan「 霧 」(79):Wu.mananN.Uig.manan.




(a)のごと く漢語声母nは 常4`チュwク 語 のnに 対応す るので,こ のnが ウ
イグル語Aの 歯茎鼻音nの 音価 を表示 した もの と推定 で きる。一方(b)の ごと





2。 一n/一n十'(影 母)の 表 記
(a)桶 兀 子thuη'uts1「 猪 」(280):Uig・BtwnkwsWu・tuηγuzOMT・
toηuzN.Uig・to1〕γuztongut・
養 額 児iaη'εar「 軽 」(830):Chag.yenilN.Uig・yarlgil「軽 」(漢
維)




上掲(a)の η+.は チ ュノレク語 の η 又は ηγη9に対応 している。上 段の例
は ●が γを表示で ぎた ので ηγを推定す ることもで きる。 しか し下段の'は9
を表示 で きなか った。従 って 潟 と ●が 一η一を表示 した と推定 して もよい。 し
か し影母.は 西番語 ではnを 表示 したので,こ こでは(a)のn+'が 二つ の
く　の
軟 口蓋鼻音 ηη を表示 した と推定 したい。一方(b)の 上 段の例 では 旦+● が
古 ・中チ ュノレク語 の 一η あ るいは蒙古語の ℃ge一に対応 しているが,仮 に古 ・
中チ ュル ク語 のよ うに 一ηr一の結合 を表示す るのな ら,ε は不必要 であ る。従
って ウイグル語Aのr.の 前 には蒙古語 の よ うに母音が存在 した と考 えねばな ら
ない。thiεnに対 してthiεηはないので,こ こではn+.が(a)と 同様 に ηη
く　
を表示 したと推定 したい。下段のn+'も 同様の音価を表わしたと考えたい。
(20)cf.西田('70)p.54.このnnか ら異 化作 用 に よ ってnrやngが 発達 した と考 え
た い 。 但 し,nnの 間 に音 節 の切 れ 目が 入 る。cf.2.1.1.6.
(21)ウ イグル 語Bに は 文 字nmnkが ある 。nは 有 点 で あ ってaや艪? 表 示 す る文 字
'と は 区 別 さ れて い る。 文 字nmに 対 す る漢 語 音 は ウイ グw語Aと 同 じで あ るが,n
(orOり)を表 わ すnkに 対 して は 一n+(些～ 辿 ・)一n+(些～ 逼 ・)一n+'の三 種 が あ る:k'π々蓉















明 代 北 京 漢 語 声 母 の 流 音 に は ユ が あ っ た 。 東 方 チ ュ ノレク語 で は1とr(歯
茎 弾 音)の 二 種 が み られ る 。
1。 漢 語 音1の 表 記
(a)i跨 黒lauX｣「 牌 」(673):N.Uig.lawha.
頼lai「 渾 」(132):Wu.1ayN.Uig.1ay.
脱 羅ithin1些}「多 」(55):Wu・tulaOMT.tolotoluN.Uig.tola.
以 力ili「 温 」(165):Wu・iliqOMT.yilirN.Uig..iliq.




N.Uig.qirawgira何れ も 「霜」を意味す る.
野禄ialu「明」(48):Wu.yaruqOMT.yaruqN.Uig.yaruq
yarur.
上 掲(a)では漢語の1が チ ュルク語 の1に(b)で はrに 対 応 している。チ
ュノレク語 の音節初頭音におけ るこの対応に例外はないので(a)の1が ウイグw
語Aの 歯茎側面音1を(b)の1が 歯茎弾音rの 音価 を 表示 した もの と 推定
(22)










東方 チ ュノレク語に は半母音wyの 二種が ある。 これ らが摩擦子音vyと して
扱われ るこ ともある。
1。 漢語 の韻母初頭u一 に よる表 記
コ 　






上掲 のごと く漢語u一 は チ ュル ク語 やペル シャ語 のvやwに 対応す る。 ここ
では このu一 が ウイグル語Aの 両唇半母音wの 音価 を表示 した ものと推定 した
い。
なお,最 後 の三例 では問題 のU一 に先行 する韻母 の 一Uが後に述べ るよ うに
や は りウイグノレ語Aのwを 表示す るので,ウ イグノレ語Aは 他 のチ ュノレク語等 の
　ヨラ
ーw・に 対 し て 一ww一 が 対 応 す る こ と に な る 。 こ の 特 徴 はu/tiに 先 行 す る 場 合
に は'U一 の 影 母 書に よ っ て 表 現 さ れ た と 考 え た い 。
小 文 的siau'unti「 喜 」(366)=Uig.Bs'wlyn∂OMT.savin6
/sawwundi/.
2。 漢 語 の 韻 母 初 頭i一 に よ る 表 記
呪 子iats1「 春 」(201):Uig・B,ysWu・yazOMT・yazN・Uig・
yaz.
葉 児iεar「 地 」(86):Uig.ByyrWu.yerOMT.yiryerN.Uig.
yery舐.
約b「 無 」(85):Uig.Bツ"gWu.yoqOMT.・yoqN・Uiq・yoq・
(23)ウイグ ル 語Bで はt',e,プ塔 凹 児thauaar(No.II-6b)のごと く ・WWの 立 つ こ と
は な い。 こ の単 語 は後 に北 方 の 新 ウイ グ ル語 で はHami方 言 のtug舐の ごと く9を も
つ が,「五 体 清 文鑑 」 で はtawguar[tawgwar]の形 式 が み ら れ る。[tawgwarコが ウイ グ
ル 語Aのtawwarを 通 した可 能 性 は あ る。cf.庄垣 内('79)P,49,51.
(70)
與 里 都 子iulituts1「 星 」(5):Uig・BywldysWu・yuldusOMT.
yultuzyulduzN.Uig.yulduzyultus.
上掲 の ごと く漢語音i一 はチ ュル ク語 のyに 対応 する。 このi一が ウイ グル語
Aの 硬 口蓋半母音yの 音価 を表示 した もの と推定 で きる。
なお,母 音i/iに先行す る ウイグル語Aのyは 漢字音'i一の影母'に よって
く　の















(24)ウ イグノレ語Bで は 半 母音 は原 則 的 に文 字 β とyで 表 記 され る。 文字 β は 漢語 音
表 記 で は ウイ グル 語Aと 同 じ方法,即 ちuやuの 前 のゼ ロで 示 さ れ る他,fを 用 い る こ
と も ある:ヅ β沓 冴法 失iafa§U善 」(No.26a),cf。OMT.yawas,g"β'〆g苦法 嘲
khufala「聚 會 」(No.II-26?cf.Mong.quvaraγOMT.quwraq.
文 字yも ウイ グル 語Aと 同 じ方法 で 読 ま れ て い る が,語 頭 に立 つ若 干 のyは 漢語 の
t§・で読 まれ る:ッ 勉 鐙 者 密 失t§εmi§1「果 」(No,1-10a).cf.OMT..Vyimis～.Vyemis,
y'pdwswn札都尊t§atutsun「預 備 」(No.II-26a)cf.N.Uig.jabdu・,Ligetiはこ
れ らを,y舂isyabdusunと再 構 して い る が('66P.283277),これ ら の単 語 に つ いて
は漢 字 表 記 に も注 目 し,tch?麥i-che=Jemistcha-tou・tsouen=∫abdusmのご と く読書 音
形 式 を 与 え て い る。 確 か に初 頭 音 は 有音 破 擦 音iを 表 示 した と 考 え て よ い。 こ れ は ウ
イグ ル語Bが た とえ ば カザ フ語 の よ うにy>」 の変 化 を経 験 した と推 定 す る よ りも(e.x.
kaz.jemis),書き手 が 蒙 古 語 の 発 音 に 影 響 づ け られ た 結 果 と 推定 した 方 が よ い。 と
い うの は これ ら の単 語 は 蒙 古語 に もiを 語 頭 に立 て た 類 似 の形 式 が存 在 す る:D(乙)
グッ加ッ5者迷 失t§εmi§1「果 」(花 木 門),Mong.Jabdu一「準 備 す る」D(乙)ノ 》♂yη札
ト陳t§aput§ken「預 備 」(人事 門)。蒙 古語 の文 字 タ は 明 代 で はyを 表 わす 文 字yと
初 頭 で は 区別 が な く,ウ イ グ ル語Bの 初 頭 位 の文 字yと も同 じ形 態 を呈 す る 。 従 って
ウ イグ ル 語Bの 書 き手 は,こ の ウ イグ ル 語 の 文字yを 蒙 吉 語 の も め と同 じ方法 で,即
ちiと して 読 ん だ も の と考 え られ る。
(71)
音 節 末 位 に も 立 ち う る 。 従 っ て ウ イ グ ル 語Aの 音 節 末 の 子 音 を 漢 語 音 で 表 示 す
る た め に は 色kの 工 夫 が 必 要 で あ る 。
2.1.2.1閉 鎖 音
1。 漢 語 音kh一 あ る い は 韻 尾 ゼ ロ(●)の 表 記
(a)烏 克ukhε 「機 」・(538):Uig・B切伽galt・sag・koib・uq(Rad・1
1606).
阿 克akhε 「白 」(793):Wu.aqOMT.aqN.Uig・aq.
他 克thakhε 「単 」(832):Wu.taqN.Uig・taq・








上 掲(a)のご とく漢語克khε は チ=wク 語 のqと 対応す る。 この克が ウィ
グノレ語Aの 音節末 のqの 音価 を表示 した ことは間違 いない。
一方(b)ではチ ュノレク語 のq4`対応す る漢語子音 は表記 され ていない。従 っ
て上掲 の ごときウイグノレ語Aをqの 脱落 した形式 と推定 した くなる。 しか しウ
イグル文字表記形式 の逐字的音読 に近い ウイ グル語Bの 漢 字表記 において もこ
れ と同 じゼ ロ表記がふ つ うに現 われ る。
ッ脚g約iっ 「無」tzvpr'q禿伯劇thupaila「土」pwl'4卜 痢pula
「泉」wCwq兀 糊ut§hau「機」'dwk額 都 εtu「靴」'dy咀ia
「臣卜」:OMT.yat..
又,チ ュル ク語 以外 で も,た とえば 「　靱館繹語 』等にはやは りこの種 の ゼ






速不SUbu「 珠 」(珍宝 門):Mong.subud.
従 って ウイグル語Aに み られ るこのよ うな 漢語音表記 ゼ ロ(')を 子音 の脱
落 した形式 の表示 とは 推定 できない。 む しろゼ ロ.は 対 応す る チ,,wク語 子
音4'近い音を 表 わした もの と推定す べ ぎである。 ここではゼ ロ ●はqの 音価
を表示 した もの と推定 したい・なお,ゼ ロとkhε が交替す る単語が あるが,




(c)別 克piEkhε 「官 人 」(460):Uig.Bp'kWu.bek(beg?)OMT.
b臾b臠.
以 奈 克1naikhE「 乳 牛 」(658):uig.Bin'kwu.in臾oMT.igak
N.Uig.in臾.
闊 闊 堕 些～些huo「青 」(792):Uig・BkwykWu.k6kOMT.k?.
写 乞 線siεkhisiεn「八 十 」(818):Wu.s臾s舅Chag.seks舅N.
Uig.s臾s舅.
(d)與 楽iu1ε'「 心 」(139):Wu.y?臾N.Uig.y?臾.
土 舎thu§ ε・「褥 」(544):Uig.Btwys'kOMT.t?臾t?臾N.
Uig.t?臾.
月 禿iuεthu● 「靴 」(537):Uig。B'dwkWu..??OMT.舩?N.
Uig??.
與 卒iutsu'「 戒 指 」(781):Wu.??N.Uig.??.
上 掲(c)の ご と くkhEkh聖khiは チ ュwク 語 のkに 対 応 し て い る の で こ
れ ら が ウ イ グ ノレ語Aのkを 表 示 し た も の と推 定 で ぎ る 。 又(d)の ゼ ロ表 記 も チ
(73)
ユル ク語のkと 対応 してい るので上で述べたqの 場合 と同 じ くウイグル語Aの
kを表示 した もの と推定 して よい。なお,(c)のkh一)TV`っつ く韻母の使い分
けは明確 にはで きないが,一εが最 もふつ うに用い られ る。一uっは上掲例では先
行 する母音 と呼応 した ものであろ う(cf.闊克khuっkhe「青」(24))。
2。 漢 語 音th一 あ る い は 韻 尾 ゼ ロ の 表 記
(a)恰 芯xathε 「本 」(447):Wu.xatN.Uig.xatxeet.
コ ロコ　
義 芯1thε 「狗 」(279):Uig.BidWu.itOMT.itatN.Uigltlst.
夜 帖iεthiε 「肉 」(527):Uig.B'dOMT.atN.Uig.titet.
批 ・陽phithi「風 」(632):Wu.pitN.Uig.pit.
馬 夫 禿mafuthu「 番 夏 布 」(552):N.Uig.mahut.
(b)都 夜thuiε'「 硯 」(588):Wu.duwat(duw舩?)Hui.duv舩(本 田)。
禿thu'「 掌 」(418):Wu.tut-OMT.tut.N.Uig.tut一.
阿 児 木aarmu.「 梨 児 」(312):N.Uig.armut.
卜禄pulu● 一 「(陰)」(20):Uig.BpwlydWu.bulutOMT.bulut
N.uig.bulut全 て 「雲 」 を 意 味 す る 。
上 掲(a)のthεthiεthithuも(b)の ゼ ロ'も チ ュ ル ク語 のtk対 応 し て
い る の で,こ れ ら が ウ イ グ ル 語Aのtを 表 示 し た も の と推 定 し て よ い 。(a)の
韻 母 の 使 い 分 け は,上 掲ithε の ご と き 例 外 も み ら れ る が 大 体 は 先 行 す る 韻 母
と 呼 応 し て い る と い っ て よ い 。a-Eiε 一iε1-1u-u但 し 子 音 の 前 で は 陽
thiが 使 わ れ る 。
3。 漢 語 音t一 あ る い は ゼ ロ の 表 記
(a)刺 思 的laslti「 實 」(721):Wu・rasN・Uig・rastrasPers.r舖t.
(b)忽 輸 怒xu§ynu.「 情 　 」.(423):Per.xosnud.
厘 吉 児 δakiar'「徒 弟 」(461):Wu.sagirtN.Uig.s臠irds臠irt
Per.s臠erd.
紗 把 失 §a・pa§1「謝 了 」(389):Huis臈b舖(本 田).
(74)
上掲(a)のtiに対 してはチュノレク語やペルシャ語のt～φ が対応 している。
しかし漢語音tは 音節初頭では常にウイグル語Aのdを 表わしたので,こ こで
もtiが音節末のdを表示 したものと推定せねばならない。(b)は来源である
ペノレシャ語のdに対 してゼロ表記 されている。東方チュルク語では上掲 『清文
　 ロ
鑑」 のsaglrtのごと く借用語 の語 末の有声子音 を無 声化す る傾向がある。だ










上掲(a)のphiが ウイグル語AのPを 表示 した ことは間違い ないが,チ ュ
wク 語の音節末のPに 対応す るph一 の表記 は この一例 だけ である。 その他 の
Pはbと 共 に上掲(b)のごと く全 てpu(卜 補)で 表記 され てい る。音節初頭
位 では ウイグル語Aのpu/pUはphu(普 漢)でbu/b?ﾍpu(補 卜)で表示
され,無 声対有声 を弁別 したので,こ れ までの議論か らは音節末 として表記 さ
れたpuの 音価をbと 推定す るのが適当 のよ うに思 える。 しか し,軟 口蓋や歯
茎 系列の子音が音節末 で も有声無声 を弁別 して表記 され たこ とや,東 方 チ ュノレ
ク語が借用語以外 の音節末位両唇閉鎖音 として一般 に無声音 を立 てることを考
えれ ば,ウ イグル語Aの 音節末 に限 って(a)の一例 を除い てPが 現 われ ない と
い うのは むしろ不 自然 である。
ウィグノレ語Bに おい ては両唇閉鎖音Pbを 表 わす漢語音表記 は,漢 語 を音写
した一例(平phiη 〈叛)を 別 として,全 ての位 置で皆P一 を使用 してい る。
(75)
しかし,東方チュノレク語にあってウイグル語BがPを もたなかったとは考えら
れない。おそらく当時の北京音ph一 はチ=wク 語Pを 表わすのにあま り適当
な音ではなかった。そこでp一 を使 って両唇の有声無声両音を表示 したものと
判断したい。
それ故,ウ イグル語Aで 表記 されたpuも 音節末に限ってbとPの 両音を表
わしたものと推定 したい。
(c)?Kthεpi● 「大 讐 」(455)=Wu.t臙ibN.Uig.ta∋bib.
体 勒 都 児thilaOtuar「 討 」(734):Uig.Btyl'pdwr(tilaptur～
til舊dur.)
上 掲 の 上 段 例 の ゼ ロ'が ウ イ グ ル 語Aのbを,下 毅 例 の ゼ ロ ●がPを 表 示 し
た も の と 推 定 で き る 。
5。 語 末に もともと軟 口蓋 前部 有声閉鎖音9を もつていた単語 は,ウ イグル語




(a)にみ られる よ うなkhε は新 ウイ グル語 の ごとくkを 表示 した もの と推
定 で ぎる。(b)に表記 されたゼ ロもここではkを 表示 した もの と推定 したい。
以上,ウ イ グル語Aの 音節末 閉鎖音4`は漢語 声母を用いて表わす もの とゼロ
の もの とがあ った。両 者の使い分 けは明確にはで きないが,韻 母末の ゼロ表記
は曽ての入 声音 と符合 する場合 が多い。おそ ら く入声音の痕跡 として当時の北
京音 に残 っていた声門閉鎖音が ウイグル語Aの 子音を表わそ うとした もので あ
(25)
ろ う 。
(25)ウイグ ル 語Bの 音 節 末 の閉 鎖 音 が,ウ イグ ル 文 字 で は確 実 に 書 き表 わ さ れ る のに,
漢語 音 表 記 で は ゼ ロで 示 され る こ と を 先 に述 べ た が(p.72),こ の ゼ ロは 語 中の 両 唇
音 以 外 で は 規 則 的 で あ る。 語 中 の両 唇 閉鎖 音 は ふ つ う伯paiで 表 わ され る:twp〆4禿




















上掲 漢語 音tsh一は ウイグル語AのCを 表示 したもの と推定 できる。 韻母
一Y-1の使 いわけは前 者が円唇母音,後 者 がそれ以 外の母音 の後 で現 われ る と
(zs)








1。 漢 語 音k一 ゼ ロarの 表 記
(a)卜 故 大pukutai「 麦 子 」(326):Wu・burdayN.Uig.burday
borday.
襖 果 力au塑 罫 「賊 人 」(512):Uig.BwqryOMT.oγriN.Uig.
Orri・
(b)襖 藍au璽}「 児 」(471):N.Uig.oγ1an.
撒 牢salau「 聾 」(530):Wu.saγruγuChagsaγraγu.
(26)497也阿 赤 奎citshj,の阿ciの ゼ ロ'は6の 前 で例 外 的 に6を 表 示 した もの と
推 定 した い(/y1γa66i/)。ウ イグ ル語Bで は 音 節末 のCは 原 則 的 にt§hlで表 示 さ れ る:





上掲 の(a)はkukusが ウイ グル語Aの γ を表示 した もの と推定 でぎる。
(b)のゼ ロは ウイ グル語Aの 子音 ゼ ロを示 しているのではな く,閉 鎖音 の場合
と同様 に ここに一つ の子音 の存在 を認 めたい。新 ウイ グノレ語 では音節末 の γは
qに なる ことがあるが,γ の期待 される場所 に 辿 一の表記 され る例 はない の
で,こ の言語 はr>qの 変化 を経験 してい ない もの と考 えたい。(b)のゼ ロも
γを表示 した と推定 で ぎる。 ゼロを もって音節 末の γを表示 す る方法 は,ウ ィ
く　
グル語Bで もふつ うにみ られ る。
(c)阿 児即aertsi「口」(521):Uig.B'qysWu.aγ玉zOMT・aγizN・
Ui9・aγiz・azazi・(tsi/z玉/の/i/はここでは三入 称人 称所 有語
尾)。
この単語 に限 ってチ ュル ク語 の γは漢語の 璽 と対応 している。鐘 は後に
述べ るよ うに ウイグル語Aのr1の 表記 に用 い られ る。 しか しこの漢語 の音声
は実際 には ウィグノレ語Aのr(1)と はか な り異 ってい た。お そ らく現代北京語
　 　 　 　 　 コ ロ 　 　 　 の 　 　
のよ うに強い喉頭の緊張を伴いながら[e:]あるいは[eC]に近 く発音された
であろ う。 このorは 又,「西番館詳語」では歯茎や硬口蓋ではなく口蓋垂の
摩擦音rH」の表示を 意図したとも考えられている。 従 って 螢 が軟口蓋摩擦
く　
音 γの表示に使用 されてもそれ程無理はない。ここでは 螢 がとりわけzに
先行 して γを表示 したものと推定 したい。
2。 漢 語 音xε の 表 記
把 黒 塔:paxεtha「 綿 花 」(336):Wu.paxtaN・Uig・pahta・
冴 黒 失iaxε §1「好 」(377):Uig.By'qsyWu・yaxsiOMT・yaq§i
yaxsiN.Uig.yaxsi.
(27)t'q塔tha「 山 」(No.1-4b)cf.OMT.taγ,5'4ygδツ 撤 的 只satit§1「 商 人 」(No.
1-21b)cf.OMコ「.satirci.
(28)cf.西 田('70)p.45.実 際 に は γ は 〔B〕に 近 か っ た か も 知 れ な い 。
(78)
把黒叉paxεt§ha「菜園」(161):N.Uig・bar6ae・
上掲 聖 はチ ュル ク語 のxhq7等 に対応 してい るが,音 節初頭に立つ場
　 ラ
合 と同様にこれが ウイグノレ語Aのxの 音価を表示したと推定したい。
3。 漢 語 音Ftの 表 記
別 失piε §lr五 」(806):Uig.BpySWu.bie§OMT.bi§ba首N.
uig.b6§ba§.
把 失pa§t「 頭 」(515):Uig.Bp'SWu.ba首OMT.ba§N.Uig.ba9.
他 失tha§1「 石j(95):Uig.B〆 営Wu.ta90MT.ta§N. .Uig.ta蚤
ta§.
囑 蜜 失bmi§T「 竹 」(296):Uig.Bq'mptjWu.qamu§OMT.
のソ ロ　
qamlsN.Uig.qemls.
上掲 の ごとく失 訊 はチ ュノレク語 の §に対応 してい るので,こ れが ウイグル
》(30)
Aのsを 表示したと推定 してよい。
4。 漢 語 音sユ ～sits1～tsyの 表 記
(a)柏 思phas1「 更 」(263):Hui.p舖(本 田)Osm.p舖.
ap児 卜思xaarpuSIr西 瓜 」(316):Uig.Bq'rpwsN.Uig.x舐buz.
五 思 呑uslthun「 上 」(16):wu.ustunN.Uig.?tnn.
阿 思 塔asltha「 悠 」(136)=Wu・astaN.Uig.asta.
把 習 的pasiti「 落 」(38):N・Uig・bas一「沈 」(tiはpast).
與 習 帖ysithiε 「添 」(730):N.Uig.舖te一.
也 西 乞 ≧ 璽 堕lir醐(713)・Uig.B,SkyoMT.舖kiN.Uig.
(29)ウイグル語Bで は漢語音X｣は よく使われるが,音節末位を表わすことはない。例





(30)ウイグル語Bに おいても音節末の 首は漢語音 訊 で示されζ。
(79)
舖kieski.
上掲SユS量は共 にチ ュル ク語 のSと 対応 する といえるので,こ れ らが ヴィ グ
ル語Aのs.を 表示 した と推定 で きる。両者 の内一般 に使用 され るのはS1で,.
Siは韻母iや1｣を もつ若干の漢字 の前 で現われ る。
(c)咀 子iatsユ 「春 」(201):Uig・By'sWu・yazOMT・yazN・Uig・
yaz.
玉 子iutsl「 百 」(820):Uig・BOrwsWu・yUzOMT・ydzN・Uig・
yUZ.
木 子mutsl「 氷 」(9):Uig・BmxusWu・muzOMT・buzN・Uig・
mUZ.
與聚iutsy「摘」(341):N.Uig.iiZ一.
上掲tsユtsyは チ ュノレク語 のzと 対応 す るので ウイグル語Aのzを 表示 し
く　 ラ




fuは来源 であ るペル シ ャ語 のfP'.対応 してい るので これが ウィ グノレ語Aの






(1)はzに先 行 し て 。
(31)ウ イグノレ語Bの 歯 茎 摩 擦 音 を表 わす 文 字 はsの み で あ る。 音 節 末 で こ の文 字 は原 則
的 に漢 語 音S1で 読 まれ る 。 また,こ のS音 を 示 すS1は 他 のチ ュル ク語 のSだ け で
な くzに も対 応 して い る:y.S曙思 三asユ「春 」(No.1-7a)cf.OMT.yaz,ッω5玉 思
ysユ 「百 」(No.II-19a)cf.OMT.y?.おそ ら く書 き手 は この 位 置 の文 字Sを 自動 的
にsユ で 表 示 した の で あ ろ う。
(so)
2.1.2.4鼻音
1。 漢 語 音 覗 の 表 記
(a)昆khun「 日」(3):Uig.BkxvpmWu.kUnN.Uig.kUn.
撒 慢i}旦 聖an「 草 」(110):Uig・Bs'm'nWu・samanN・Uig・saman
saman.
門 都 児muontuer「 電 」(14):Uig.BmwpmdwrMong.m6ndiir.
引 赤 革int§hlks「 細 」(73):Wu.yin6igaN.Uig.yin∫iga.
yeinjigti.
上 掲 の ご と く漢 語 韻 尾 の 一nが ウ イ グ ル語Aのnを 表 示.した こ と は 間 違 い な
い 。
(b)炭than「 培 」(92):Uig.Bt'mWu.tamN.Uig.tam.
阿 藍ialan「 旗 」(581):Wu.aliyamN.Uig.elem.
撒 林 散salinsa「 蒜 」(287):Wu.sarimsaqN.Uig.samsaq
　sarlmsaq・
刊 出 璽hap璽 「鞭子」(607):Wu.qam6iN.Uig.qam6iqamδu.
上掲の ご とく漢語音 一nはチ ュル ク語 のmと 対応す る。明代北京漢語は既 に
韻尾 の 一mを 消失 してい たので,一nを もって ウイグル語Aのmを 表示 した も
く　
の と推定 できる。
2。 漢 語 音 一η の 表 記
(a)強khiaη 「寛 」(706):Wu.kiaηN.Uig.k舅.
擁iun「 毛 」(625):Wu.yuηN.Uig.yuoyuエη.
影 納iqna「 針 」(539):Uig.Byynkn'N.Uig.yinn臺ηnL
昇 翻 児 §o勾xugar「海;青」(634):Uig.Bswnkg'rOMT.suηqur
Mong.sinqor.
上 掲 の ご と く 一nが ウ イ グ ル 語Aのnを 表 示 し た こ と に 間 違 い は な い 。
(32)ウ イグ ル語Bで は漢 語 音 一nが 文 字nkに 当 て られ た例 が 若 干 あ る:t'rynk塔林





thinはチ3wク 語 の 七inあるいはtinに 対応 してい る。明代北京語 の一般
的音節 としてthinは 存在 しなか ったの で,thin・を用 いて ウイグル語Aのtin
(cf.2.2.1.1-2。)を表示 した と推定 して よい。
(c)養 兀児iaOuar「雨」(8):Uig.By'gmwrWu.yamγurN.Uig.
yamrur.
音節末 のmは 上 で述べた よ うに漢語音 一nによ って表示 され た。 しか し明代
北京漢語G<こはianが なか った ので,ia勾を用い て ウィグwRAのyamを 表示
(33)





1。 漢 語 音arの 表 記
(a)噛 児kDar「 雪 」(7):Uig.Bq'rWu.qarOMT.qarN,Uig.qar
qa.
把 児paar「 有 」(75):Wu.barOMT.barN.Uig.barb舐.
脱 児 鳴thinarka「 絹 」(535):Uig・B'切rg脚OMT.torqutoryu.・
arの 音 価 は2.1.2.3(1。)で 述 べ た が,チ ュ ル ク語 音 節 末 のrは 常 に こ の
arと 対 応 す る の で,こ の 漢 語 音 が ウ イ グ ル語Aのrを 表 示 し た と 推 定 し て よ
い 。
(33)ウイ グw;語Bで も漢 語音 一nは,nの 他 にnやmを 表 わす 場 合 が あ る:"yηδ吻 永
諸iuqt§y「珠 」(No.II-8a)cf,OMT.yin萌,'ydym霧丁ait均 「許 」(No.106a).
ウ イグ ル語Aで はnやmを 表 わす 一nは 一nの表 現 で き ない場 所 を補 うか た ち で使 用 さ
れ て い る が,Bの 場 合 は た と え ば上 掲 例 のiunに か え てiun(e.x.允、運)を 使 え る
よ うに,必 ず しも 一nの使 用 と相 補 的 で は な い。
(82)
(b)菲 児 肺 児 些i≦些 聾i望 「胡 椒 」(327):N・Uig・filfilpilpil.
把 児 赤paort§hT「 泥 」(91):OMT・ba揃qChag.paleir.
阿 児 易aerthi「 六 」(807):Uig.B'ldyWu.altiOMT.altiN.
uig.altialti.
克 即 児khεtsior「 赤 」(27):Wu,q'iz'ilN.Uig.qizil.
上 掲 の ご と くorは チ ュル ク語 の1に も対 応 す る 。 最 後 の 例khεtsiorの
grは2。 の 最 初 の 例 の 聖 と表 記 上 の 交 替 を も す る の で,こ れ ら のorが ウ イ
く　
グル語Aの1を 表示 したと推定 してよい。
2。 漢 語 音1一 の 表 記
克 即 勒khεtsi1ε 「紅 」(29):上 掲1。(b)参 照 。
管 失 勒tsan§llε 「董思」(300):Wu.zanfipilN.Uig.zeniiwil
zanJtibil.
杜 兀 魯 嚇 些 璽 些 些 ～ 「盗 」(582):Uig.Btwglwg一'Wu・duγ 叫a
Chag.tuγU1γaMong.duγUlra.
李 里 的 遡1li璽 「… に な っ た 」(20):Uig.BpxvldyN.Uig.boldl.
上 掲 の 聖Lu1iは チ ュ ル ク 語 の1に 対 応 し て い る の で,こ れ ら が ウ イ グ ル
　 ラ
語の1と 表示 したと推定できる。
3。 漢 語 音 一nの 表 記






(34)ウイグ ル 語Bで は漢 語 音arは 常 に音 節 末 位 のrを 表 示 して い る 。
(35)ウイグ ル 語Bで は漢 語 音1一 が 文字rと 対 応す る例 が ある=の 贋9起 劇khila「四
十 」(No.II-18b)cf.OMT.girq.
(83)
上 掲の ごと く 一nはチ ュノレク語 の1と 対応す る。nと1と の調音上 の類似
か ら,漢 語韻尾 一nをもって ウイ グw語Aの1を 表示 した もの と推定で きる。
上掲例に示 したよ うに ウイ グw語Bで は .ウイ グル文字1に 対 しては原則的に
(36)一nで音写 した。
4。 漢 語 音 一n十grの 表 記
肯 児khener「 堤 」(114):Wu.qir・
綾 践 児aik∂nor「 児 馬 」(6S2):Uig.B'ツ9ツrWu.ayγirOMT.
adγira6γir・
上 掲 の 一nとerよ り な る 表 記 は ウ イ グ ノレ語Aの 一rを 表 示 し た と推 定 し て
くヨの
よい。 これはいわ ゆる 「r化 」の現象tzよる表記 とい える。
5。 漢 語 音 一n十1一 の 表 記
阿 艮 礼akanli「 智 謀 」(765):Wu.aqilN.Uig.aeqilaeql.
坤 里 的khunliti「 笑 」(367):Uig.BkwylWu.k61-N.Uig.
k?一.(ti/di/はpast).
院 力iuEnli「 路 」(97):Uig.BywlWu.yolN。Uig.yolyu1.
奄 里 呑iεnlithun「 金 」(768):Uig.B'LG4zQinWu.altunN.Uig.
altun.
硯 勒iεnIε 「風 」(6):Uig,BryOMT.yilyeiN.Uig.yel.
上 掲 の 一nと1i又 は1ε か ら な る 表 記 は チ ュ ル ク語 の1と 対 応 し て い る 。
丁 度 上 の2Qと3。を 重 ね 合 わ せ た よ う な こ の 表 記 が ウ イ グ ノレ語Aの1を 表 示 し た
こ と は 間 違 い な い 。
(36)ウイグ ノレ語Bで は漢 語 音 一nの他 に通 撮 開 口 韻 に所 属 す る 一nが文 字1と 対応 す る
例 が み られ る:tyl聴thin「舌 」(No.1-25b)cf.OMT,tYl,yyapykw影必 孤iηpiku
「副(No.II-4a)cf,OMT.yilpig?
(37)ウイグ/V語Bに は 「r化」 は み られ な い。 漢 字 表 記 に お け る この 現 象 の現 われ は,
ウイ グノレ語Aが 実 際 の ウイ グル 語 発 音形 式 を忠 実 に漢 語 音写 した もの で あ る こ と を よ く
示 して いる 。
(38)ウイグ ル 語Bで も同 じ方 法 に よ って音 節 末 の 半 母音 は漢 語 音 写 され て い る。 なお1。







1。 漢 語 音 一uの 表 記.
黒 牢XElau.「露 」(13):Uig.B,qyrqwWu.girawChag.giraw
N.Uig:giraw全 て 「霜 」。
襖 赤aut§h1「 猟 人 」(473):Wu.owN.Uig.aw6.
勢 黒1auXE「 牌 」(673):N.Uig.lawxa.
漢 語 音 一uは チ ュ ル ク語 のwと 対 応 し て い る と い え る の で,こ れ が ウ イ グ ル
語Aのwを 表 示 し た もの と 推 定 し た い 。
2。 漢 語 音 一iの 表 記




漢 語 音 一1に チ.ユル ク語 な ど のyに 対 応 し て い る の で,ウ イ グ ル 語Aのyを
(38)
表示 したものと推定 したい。
き形 式 を示 そ うと した もの で,ウ イグ ル 文 字 の'qzuが舳と 対 応 す る。 同 様 の もの は
他 に もあ る:t'qwsay倒思 的tausユti「壷 了 」(No.109a),k'kwrtd'吼児得xauar
tei「韮 」(No.1-12?.これ ら の4は 本 来Yにkは9に 対 応 す る 。全 く同 じ種 類 で は
ない が 次 の例 にお い て も4(γ)やk(g)は 読 まれ て い な い:砂 舳 ♂型 π 守 得 林 §eutei
lin「露 」(No.1-2a),砂勧5勿 π 守 尊 §outsun「下程 」(No.II-lla),営ン♂4'々'n審得 安
§9nteian,p'q'dwr把都 児patuar.「勇 士」(No.29a).
こ の よ うなrgの 脱 落,と りわけaγu臠?ﾌ 類 は東 方 チ ュノレク語 で は しば しば み ら
れ る の で.ウ イ グル 語Bの 上 の よ うな例 も,口 語形 式 の反 映 と考 え て よ い か も知 れ な い 。
しか しこれ ら の 単 語 の ほ と ん どが 又,蒙 古 語 に も 存 在す る こ とに 注 目 した い:Mong.
kirarun一一 kiraYudaYus・sig?erisig?unsiltegenbaYatur.これ ら の蒙 古 語 文 語形 式 に
対 して,口 語 形 式 は 既 に 明代 で はrやgを 脱 落 させ て い た:D(乙)∫'gπザ 島思 八
tauSIpa「終 了」(通 用 門)=Uig.Bt'qws・(上掲)。 そ して こ の よ うな蒙 古 語 口語形 式





















































明代北京漢語 の韻母は先Y`1.3で掲げた通 りで ある。東 方チsノレク語 には八




古(代)ウ イグル語 では狭母音 に後 舌のiと 前 舌のiの 明確 な対立 があ った
と推定 で きる。 しか し現代 東方方言 においては,iはiに 融合 して しま ったか,
その傾向にあ る。




黒牢 聖 塾 「露」(13):Uig.Bgptr'wWu.qirawOMT.qiraγu.
阿額児 塾 コ 螢 「重」(831):Wu.aγirOMT.a旗N.Uig.ae7heγh㌔
拙撮開 口韻 に所属す るkhεxε ●εの εは 「五体清 文鑑」 や古 ・中チ ュルク
語 のiと 対応 してい る。一方qγ の対形式であ る前部軟 口蓋のkgとiと
の結合は次の2。で示す よ うにkhikiに よって表示 され る。従 って上 のkhε
な どにみ られ るgがiと は別 の母音を表記 した ことは確 かで ある。 この母音
　 ラ
が後舌あるいは中舌狭母音iの 音価をもっていたと一応推定 してよかろ う。
2。 漢 語 音 一i一レiε の 表 記
(a)以 力 革 力ilikεli「 前 」(125):Wu.ilg舐iOMT.igarUN.Uig.
ilg舐i.
以 及 児i蜜ikiarmi「 二 十 」(812):Uig.BykyrmyWu.yigermi
OMT.yigirm?N.Uig.yigirm艙ig舐m?
乞 赤khit§hU小 」(63):Wu.ki6ikOMT.kicigN.Uig.kicik.
捌 易phithi「 風 」(632):Wu.pitN.Uig.pit.
(39)ウイグ ル語Bで は語 頭 の 文字qyは 漢語 音khiで 音 写す るが,語 中 で は黒xε が現
われ て9i又 は γfの音 価 を表 示 して い る;'⑳鐙 俺 黒 失anXE訊 「祝 讃 」(No.7a)cf.
OMT.alq了5.'41'x'阿黒 児axεar「 重 」(No.4b)cf。oNrr.ar'tr.
(87)
(b)亦 里 的 子ilititsユ 「根 」(294):Uig・ByyzdysOMT・y董1tizyild董z
N.Uig.yildizyildiz.
西 赤 児 窄sit§hlarxan「 鼠 」(269):Uig・Bsycq'nOMT.sicqan・
阿 児 場aarthi「 六 」(807):Uig.BｰldyOMT.altiN.Uig.alti.








上掲(a)の ごと く,止 撮開 口韻il(反 舌声母 と共 に)は チ ュwク 語 のiと
対応 しているので,こ れ らが ウィグノレ語Aの 前 舌狭母音iの 音価 を表示 した も
の と推定 で きる。(b)ば古 ・中チ ュノレク語 のiに 対応 してい るが,新 ウイグノレ
語 では一般的にiに 対応 する。 それ 故上 の(b)のみか らはi(1)がiiの ど
れを表示Lた のか判 断で きない。(c)のli8はqか γに先行 して古 ・中チ ュ
ル ク語 の1i・)riと対応す る。古 ・申チzwク 語 のhqhrriqrirの音節 に
対応す る ウィグノレ語Aの 表記はふつ うは漢語 堂 あるいは 塾 巫 εを用 いる。
把里pali・「城」(100):Uig.Bp'lyqOMT.bah(塾
撒 力sali'「黄」(791):Uig.Bs'ryqOMT.sariγ・
又,(c)の 最後 の例にみ られ る1｣は 古 ・中 チ ュルク語 のYiに 対応 する。
古 ・中チ ュノレク語 のyiは 他 では(b)の最初 の例 の ごと く1で 表記 され る。実
際 「木」 を表 わす形式 として,以 阿失ia§1「 木」(296)も現われてい る。1i
やiに 較 べて1iεやiε は例外的存在 であるが,こ れ らがqrの 前 でiを 表
わそ うとした ことに間違いはない。そ して この言語 ではqrxの 後 だけでは
な く,前Y`も一般にiが 立 った と推定 して無理 はない。
しか し,こ れ以外の環境 に現 われ る平 唇狭 母音 がiとiの 区別 を もっていた
か否かの判別 はなかなかむつか しい。 だが,「螺」 を表 わす単語 は 他 のチ ュル
(ss)
ク語 と次 のよ うな対応 を示す。
噛赤児kctshlar(619):Uig.Bq'dyrWu.qa6h・OMT。gatir
N.uig.q註6辻～xa6セ.
ウイグwﾟAの 第:二音節 に立つ 子音 は 「清文.鑑」 チ,,wク語や 新 ウイグw
語 と同 じ く/C,/を表わす。 この後者二言語 におい ては,前 舌母音iの 前 でt
がCに 口蓋化 したと考 え られ る。 この口蓋化は前舌 円唇母音ﾜの 前 でも起 る
が,ウ イグノレ語Aに もその並行例 はある(cf.P.160)。
さて,璽 墨arのCも もちろんtの 口蓋化 した子音で あるが,後 続母音
が古 ・中チ ュルク語 のよ うに後舌 あるいは 申舌母音 であった ならこの よ うな口
蓋化は起 らなか った であろ う。即 ち,tshj,の1は この単語 では前 舌母音iを
表 示 したに ちがいない。 この ことと,qγxの 前後 ではiを 表示 した 一ε一iεや
後 に述べ るrg一が,他 の子音 の前又 は後 におい ては,表 記可能 であるのに,決
して狭母音表示 に使われ てい ない こととを考 え合わす な ら,ウ イグル語Aの 平
唇狭母音が,qrXの 前後に立つ場合 を除い ては既 に前舌母音iに 融合 してい
た と推定 して無理はない。.従って上掲(b)のilも(a)と 同 じ く前舌母音i
を表示 した もの と考えたい。
3。 漢 語 音an～inan～ioの 表 記
(a).肯 児khanar「 堤 」(114):Wu.qir..
阿 艮 礼akanli「 智 」(765):Wu.aqilN.Uigaqil.
媛 眼 児aikan.ar「 児 馬 」(652):Uig・B'yqyrOMT.adrir.
(b)陽 甚ia§on「 緑 」(795):Uig.Bツ'沓ツZOMT.yasilN。Uig,yasil
yesil.
刺 唄1at§hgn「 鴉 鵤 」(640):OMT.lacinN.Uig.lacin.
曙 吝ialin「 半 」(837):OMT.yarimWu.yerimN.Uig.yerim.
伯 唄PEt§hol1「猴 」(277):Uig.BpycynOMT.b臘in.
引 赤 革int§htkε 「細 」(73):Wu.yincig膀.Uig.yin了iga.
擦 撮 開 口韻aninを も つ 漢 語 音 の 内,(a)のkhankanと は 別 にkhin
(ss)
kinとい う音節が あるのにわ ざわ ざ 一〇nを用いてい るのは,こ れが1。の場合 と
同様にeに よってqγ(X)の 後に くるiを 表 示 しよ うとした もの と推定 で き
く　の
る。一方,(b)にお いては,反 舌声母がinを もたない のでFenやt餉ntFhen
の 一enは非反 舌声 母を もつ 一inと同 じ音価を表示 した もの と考 えられ る。(b)
の 一e一垂 が ウイグル語Aのiの 音価 を表示 したもの と推定 したい。
(c)阿 思 廷aslthin「 下 」(17):OMT.astinN.Uig・astin～asten.
把 丁 阿patiOa「 茄 子 」(318):Wu.patiηganHui.badinlan(本田).
影 納inna「 針 」(539):Uig.Byynkn'OMT.yinn膀.Uig.yign?
Yu〕na・
昇 諮 児 §∂ηxuoar「 海 青 」(634):Uig.Bswnkq'rOMT.soηqur
Mong.sigqor.
上 掲 通 振 開 口 韻 一9ηiηの0～iは 螺 掻 の(b)の 場 合 と 同 じ く ウ イ グw語
Aのiを 表 示 し た も の と推 定 で き る 。 但 し最 後 の 例 は 蒙 古 語 形 式 か ら の 借 用 と
考 え て よ い 。
4。漢語 音feiの 表記
菲児肺児feiarfeiar「胡椒」(327):N.Uig.filfilpilpil.
非母fが 韻母 にiを もつ ことはない。墨 撮合 口韻feiは ウイグル語Aのfi










(1)qrXに 後 続 し て 。
②qrXに 先 行 し て 。
(3)qrxに 後 続 し て 。
(4)Cヱ き4`後 続 し て 。
(5)fに 後 続 し て 。
(40)ウイ グル 語Bで も文字qynQyaに 対 してxanが 当 て ら れ て い るの は,qTn～qil～
rin～rflを表 わ そ うと した も の と推 定 で き る:Y'qyn断恨iaxan「近 」(No.1-5a)cf.
OMT.yaqin,∂,qyt察恨tShaxan「艶 色 」(No。II-16b)cf.N,Uig.caqil一.
(90)
2.2.1.2半 狭 半 広 母 音
2,2。1.2.1初頭 音 の 表 記
漢 語 音 εIEの 表 記
(a)額 児 εar「 男 子 」(481):Uig.B'rWu.舐OMT.舐N.Uig,舐?
ay.
額 児 帖 εarthiε「早 」(213):Uig.B'rd'Wu.舐t膂MT.舐t?
N.Uig.舐t蒿t蒿te.
額 児 迭 泥 εartiεni「 宝 」(770):Uig.B'rdynyOMT.舐dini
舐d舅i.
額 革 赤akεt§h1「 姐k」(478):Wu.臠eciN.Uig。igica.
(b)也 舎 克iε §εkhε 「騙 」(620):Uig.Bぱ 々OMT.a甑kWu.e甑k
N.uig.i甑ke§ak.
也 西 乞 蛭 璽 辿i「 蕾 」(713):Uig.B'skptOMT.askiN.Uig.aski
eski.
也 的 子iεtitsユ 「高 」(745):Uig.B'dysWu.igizOMT.idizyitiz
adizN.Uig.egizigiz.
也 禄 児iεluor「 是 」(743):Uig.B'rwrWu.irUrN.Uig.er-e-
a一.
夜 帖iεthiε 「肉 」(527):Uig.B'dWu.atOMT.atN.Uig.atet.
東 部 チ ュ ル ク語 に は,開 口 が 中 程 度 の 非 円 唇 母 音 にaとeの 二 種 を も つ も
の が 多 い 。 上 掲(a)(b)を 較 べ て み る と,一 般 に(a)の ε は チ ュ ノレク語 のa
に,(b)の 蛭 はe～iに 対 応 す る 傾 向 が あ る と い え る 。 こ こ で は ε と.iεの
使 用 が ウ イ グ ル 語Aの 初 頭 母 音 の 弁 別 を 表 わ し た も の と 考 え て,ε がa[ε],
くる　
iεがe[e]の 音価 を表示 した と推定 したい。
(41)ienに対 してen～ianは存 在 しな いの で,iεnのjE一は 初頭 位 ではeと艪ﾌ 両 音
価 を表 示 した と考 え た い。 又 額 £ は 児arに 先 行 す る場 合 が 目立 つ が,ieの 先 行 す
る 例 も もち ろん ある:「地 」 葉 児 .iear(86):Uig.Byyrone:r,yirN.Uig。yer～y翫.
(si)
2.2.1.2.2非初 頭 音 の 表 記
1。 漢 語 音 一ε 一iεの 表 記
(a)克 轍khεt§hε 「夜 」(208):Uig・Bk'c'Wu・k臘膂MT・kic臾ec?
N.Uig.kic臾ec?
?Kthεpi「 太 署 」(455):Wu.t臙ibN.Uig.tおbib・
伯 唄Pεt§hgn「 猴 」(277):Uig・BρツδツπOMT・b臘in・
引 赤 革intStkε 「細 」(73):Wu・yincg膂MT・yincig膀・Uig・
yinJig?









上 掲(a)(b)の中には初頭位 の場合 と同様 に 一ε一iεに よって開 口の程度 の
違いを示 そ うとした ものが あるか も知れ ない。 しか し,(b)のmetsiaS1｣に
対す るnetsεSEの音節は一般的 なものでは なか った。更にthiepiEに対す
る上掲のthεPε の表記は例外的 なもの であって,し か も後者が前者 よ り広い
母音 の音価 を示 した とは見倣 し難い 。 又,t§ht鐸 などの反舌声母は韻母iε
をもたない。従 って この場合(a)と(b)の 一｣一iεが開 口度の弁別 を表記 した
もの と判断す るのは困難 なので,両 韻母 が ウイ グル語Aの艪? 表 示 した と推定
したい。
2。 漢 語 音 一eiの表 記







上掲 の量掻 開口韻 に所属 する.teiはチ ュjvク語 な.どのd艨`de～dおF4
対応 してい る。 これ らのチ ュル ク語 に近い音 の表示 に都合が よい と考 え られ る.
tEは語末位 に一度現 われ るだけである(1。(a))。それ以外は全て得teiが対
応 す る。それ故 この得 が ウイグル語Aのd艪ﾌ 音価を表示 した もの と推定 した
い。
3。 漢 語 音a(U)aiの 表 記
(a)影 納 量ηna「 針 」(539):Uig.Byynkn'OMT.yirin臺gn膀.Uig.
y11〕naigna・
以 沈 塔it§h∂ntha「 … … の 中 」(170):OMT.icint膀.Uig.icind?
icid?
舎ap力 §εxaIi「 城 」(100):Wu.seh舐N.Uig.s臧舐v..sar.
(b)乃 児 塞naiarsε 「物 」(448):N.Uig.n舐s舅ers?.
・虎 奈 児XUnaiar「 能 」(373):Wu .h?舐N.Uig.h?舐.
詠 克rnai.khε「墨 」(586):Uig.Bm'k'OMT.m臾舂akk臧.
克 勒 豚 赤khε1εmait§ht「 通 事 」(457):Uig.Bk'1'm'CyWu.
kelmerciOMT.k?舂臘iMong.kelemeci.
母 児 外?uaruaithε 「徳 行 」(764):Chag.m??v舩,.
蜜 麺 該miniEkai「 蛙 」(630):Mong.menekei..
上 掲(a)の 假 掻 開 口 韻Y`所 属 す るnatha蟹 囁 開 口 韻 のnai .に対 し て1。で
はnisthisG`よ るn舩艪ﾌ 表 記 が あ っ た 。 一a～ 一aiは一iεよ り広 い 母 音(例
え ば[お])を 表 わ そ う と し た 可 能 性 は 大 き い 。Lか し,上 掲nathanaiに
対 応 す る チ ュwク 語 が と り わ け 広 い 母 音 を 示 し て い る と は い い 難 い の で,こ こ
(93).
では これ らのa～aiがiε と同 じ くウイ グル語Aの艪? 表 示 した と推定 して
お きたい。xaに 対 してはxε の表記 も現 われるが,XEはxiか 音節末位のx
の表示F`限られるので,xaは ウイグル語Aのx艪ﾌ 音価 を表示 した と推定 し
たい。maiは 常 にチュルク語 のm艪ﾆ 対応す る ので これ を ウイグノレ語Aの
m艪ﾌ 音価 を示す表記 と推定 したい。一方蟹撮合 口韻4`属す るuaiのuは 半
母音wを 表わ し,kaiのiはyを 表わす。だか らuaiはw艪ﾌ 音価 を,kai
はg艙の 音価 を表 示 した と推定 で ぎる。





上掲 の効撮 開口韻iauは,は じめの二例 では続 く漢語音u一 と共 にチ=wク
語 の舳(舸)と 対応 してい る。 ここではiauu一を舳w一 と解釈 したい(cf・
2.1.is-1。)。最後の例のliauは　鞘館訳語(甲Lew・)と 類似の音価を示 した
もの と考 えたい。即 ち,1iauはウイ グル語Aの1舳を 示 したもの と推定 したい。
5。 漢 語 音 一an-ien-an-ianの表 記
(a)豚 児 干maiorkan「 能 入 」(496):Wu.m舐g舅N・Uig・m舐g舅・
土 慢thuman「 萬 」(822):Uig.Btwym'nWu・t?舅OMT・
t?舅N.Uig.t?舅.
写 禅siεt§han「 聰 明 」(762):Wu・(mong.)secen・
管 失 勒tsan§11ε 「董思 」(300):wu・zan了apiN・Uig・zan了abil
zanJiwi1.
(b)木 連mulian「 河 」(105):Uig・Bmwr'n「 江 」・Mong・m舐en・
欠khien「 来 」(356):Wu..kialN・Uig・kel
硯 勒iEn1ε 「風 」(6):Uig.By'dOMT・yelN.Uig.yeL
(94)





上掲 の山撮開 口韻 一an-ienに対 して 一En-ian,宕撮開 口韻 一ao-iaηに対
して 一En-iεη は ない。 そ り舌音の声母(幼 音韻は ない)に 後続す る場合を除
いては,一anと 一iEn,一anと一1aηは対立す るとい って よい。 従 って(a)(c).
群 と(b)(d)群の韻母母音(一a一,一iε一/一ia一)の表示 する ウィ グノレ語Aの 母音の
間に開 口の程 度の差が存在 した可能性は大 きい。 即 ち 一a一の表示す るものが
一1E一の もの よ り広 い。 しか し,(a)と(b),(c)と(d)の問で声母を共有 し合
う例はない。た とえば,C'anC2iεnにおい てC1とC2が 同一声 母の例 はな
い。即ち,実 際には表記上の対立は ないので 一a一も 一ie一/一ia一もウイグル語A
の同 じ音価 を表示 した もの と考 えたい。 この音価 が艪ﾅ あ った と推定 したい。














1。 漢 語 音(一)a(う の 表 記
阿 克akhe「 白 」(793):Wu・aqOMT・aqN・Uig・aq・
(95)
愛ai「 月 」(4):Uig.B'ptWu.ayOMT.ayN.Uig.ay.
塔 児thaer「 窄 」(138):Wu.tarOMT.tarN.Uig.tar.




上 掲 の ご と く,假 撮 開 口 韻athasa蟹 撮 開 口韻ai山 掘mankhan効
擾thau宕 撮thao等 に 現 わ れ るaは チ ュノレク語 のaと 対 応 す る 。 こ のaを





何れ も 「葉」 を表わす。
上掲 の ごと くチ ュル ク語 のqaは 常4=.k⊃に対応す る。又,koは 時 には γa
に対応す る こともある。 この っが ウイ グノレ語Aのaを 表示 した ことは間違い な
(42)
い 。cf,2.1.1.1-1。(d).
(42)ウイグ ル 語Bの 文字'は 全 て の平 唇 広 母音 を 代 表 して い る。 この 文字 に対 す る漢
語 音 は各 種 母 音 を ウイ グル・語Aほ ど 正 確 に は弁 別 して い な い。 他 の チ ュル ク語 の艪?
eに 対 応 す る漢 語 音 は 語 頭 で はaEが 用 い られて い る:'rayny阿児 的泥aartini
「宝 」(No.H-8a)cf.OMT.舐dini,'r額児ear「 夫 」(No.1-18a)cf.OMT.舐.語
頭 以 外 で はaε の 他,aiIEeiaが 用 い られ る:t'ry塔力thali「皮 」(No.1-26b)
cf.oNrr.t舐i,m'k'豚克maikhe「墨 」(No.II-12a)cf.OMT.m臾?δ,δ'々祉 祉
tghetghe「花」(No.1-10a)cf.OMT.蕊6ak,〆祝㎜r帖 木 児thiεmuar「鉄 」(No.
II-8a)cf.OMT.t舂ir～t舂?,id'r以得 児iteiar「 鞍 」(No.H-5a)cf.OMT.
臈舐,tnkry騰克 力thankheli「天 」(No.1-1a)cf.OMT.taηriMong.tengeri.?
とeの 弁 別 は漢 字 表 記 か ら は むつ か しい 。 他 の チ ュル ク語 のaと 対 応 す る 漢 語音 は原
則 的 にaで 表 示 され る。 た だyanyalyamの音 節 に は 漢 語 にianが な いの でienを 用
い る:鋼:y,n卜 燗puSEtl「福 」(No.H-27a)cf.buyan,.v'Le,n眼聖ienxan「虚 」
(No.卜22a)cf.yalran.ウイグ ノレ語Aで は こ の音 節 の 漢字 音 表 記 は 、二 つ の漢 字 音 を 一a






2.2.2円 唇 母 音
2.2.2.1狭 母 音
1。 漢 語 音uの 表 記
(a)兀 児uar「 打 」(381):Wu.ur-OMT.ur-N.Uig.ur一.
五 魯uIu「 大 」(62):Uig.Bwlwq「(長 幼 の)長 」Wu.uluqOMT.
ulurN.Uig,uluquluY.
五 尊:utsun「 長 」(40):Uig.BwswnWU.uzunOMT.uzun
N.Uig.uzenizzitn.
鳥 克ukhε 「機 」(538):Uig.B"δ"gRad(alt.sag.etc.)uq.
上 掲 の ご と く,初 頭 表 記 の 祝 撮 韻uは チ ュ ノレク 語 のUに 対 応 す る の で,ウ イ
グ ル 語Aの 後 舌 円 唇 狭 母 音Uの 音 価 を 表 示 し た と推 定 で き る 。 初 頭 表 記 のuが
前 舌 音 を 表 わ す こ と は な い 。




そ の 他(a)のulu,utsunを 参 照.
(c)笑 子khuts1「 秋 」(203):Uig.BkwysWu.kUzOMT.kUz
N.Uig.k?.
月 禿iuεthu「 靴 」(537):Uig,B'dwkWu.??OMT.atUk
N.Uig.??.
也 禄 児ieluar「 是 」(743):Uig.B'rzvrWu.ir?N.Uig.er?.
uは 初 頭 位 以 外 で は(b)の ご と く チ ュ ノレク語 のU,あ る い は(C)の ご と くU
C97)
と対応 す る。前者 が ウィ グw語AのUを 後者 がその前 舌母音Uの 音価 を表示 し
た もの と推定 して よい。 但 し,(b)の 兀uはruの 音価 を表わ してい る(cf・
2.1.1.3-1ｰ(b))ｰ
2。 漢 語 音y(iu)の 表 記





上掲 の ごと く止撮合 口韻yは チ ュノレク語 の?ﾆ 対応 するので,.これが ウイ
グル語Aのﾜの 音価 を表示 した と推定 してよい。初頭位 の?ﾍ 常にyで 表記
され てお り,ユ。(a)のuの表記 とは区別 され ている。
(b)楮 里 卜児 塵 壁 理i基 「鞍」(608):Wu、culburN.Uig.culwur..
刊 出khantshy「鞭子」(607):Wu・gamciOMT.gamciN・Uig・
gamcugamci.
上掲 の反舌声母を もつyは チ ゴ.ノレク語のuに 対応 してい る。.反舌声母が韻母
uを もつ表記例はないので,(b)の よ うなyは 特別に ウイグル語AのUを 表示
した もの と推定 してお きたい。
(c)與 里 都 子iulituts1「 星 」(5):Uig・BywldwsWu・yuldusOMT・
yulduzN.Uig,yuiduz.
玉 子iuts1「 百 」(820):Uig.BywsWu.yUzN・Uig・yUz・
與 楽iula「 心 」(139):Wu.y?臾N.Uig.y?臾.
上 掲 の`ごと くIu(y)は チ=jVク 語 のyuあ る い はy?ﾆ 対 応 す る 。 こ のiu
は めia1ε な ど と 同 様iに ウ イ グ)L語Aのy+母 音,即 ちyu,y?ﾌ 音 価 を 表 示
し た も の と 推 定 で き る 。cf.2.1.1。6.
(98)
3σ 漢 語 音u(a)niunの 表 記
(a)卜 命pulun「 古 昔 」(227):Uig.BpwrwnOMT.burunN.Uig.
burunbuun.





躰 呑thithun「 煙 」(10):Uig.BtwydwnWu.t??OMT.
t??N.Uigt??.
門 都 児muantuar「 電 」(14):Uig.BmwyndwrRad.(sag.
koib.)m?d?Mong.m?d?.
小 文 的siauuanti「 喜 」(366):Uig.BS'wynCOMT.s舸inci
savunc.
錬鑛合 口韻の母音は(a)では ウイグル語Aのuの 音価を表示 した と推定で き
る。(b)のthunmuanに 対 してthiunmiu(a)nは存在 しない。又,文uan
のU一 は ウイグル語Aのwを 表わす必要 もあったので(cf.2.1.1.6),次の(c)
に現われ るiunは 用い られ なか った。従 って(b)のu(n)/u∂(n)がウィ グw







上掲(c)のiun(擦撮合 口韻幼音)が ウイグノレ語Aの?/?を(d)の もの




通撮合 口韻 のunは 他では ウィグw;語Aのonを 表示す る(2.2.2.2-5。)。し
か し,同 じ韻のiun(幼音)が ウィグノレ語Aのyunを 表示す る`F'も最 も好都合
な音節 であった ことは間違い ない。 ここではyuη の音価 を推定 してよい。
5。 漢 語 音auiauの 表 記
(a)有 兀 児iauuar「 和 」(166):Wu.yurur-OMT・yuγur-N・Uig・
yurur一.
(b)手 得 林 §∂uteilin「霜 」(12):Uig・BSykwd'rynMong・sig?er
Kalm.s?rKhal.s?derD(丙)失 兀 迭 林v.sl`?elin何れ も
「露 」 を 意 味 す る.
(c)翁 六 克Wanliaukhε 「顔 色 」(799):Uig.BwynklwkOMT.?l?.
把 波 児 六papDarliau「 園 」(87):Uiq・Bp'qpwrlwq.
写 六 温siεliauuan「涼 」(212):Wu.s??N.Uig.s??Mong.
serig?Khal.ser?nLew,s舐i'?.
上 掲 流 撮 開 口 韻 に 所 属 す る(a)のiauは チ ェ ノレク語 のyu,(c)のiauは 主
に?ﾉ 対 応 し て い る 。 ウ イ グ ル 語Aのyu?ﾌ 表 記 に は ふ つ うIU...llを用
い た 。 こ の 特 異 な 表 記 は,(b)や,(c)の 最 後 の 例 で 対 応 す る 蒙 古 語 の??`U
の ご と く長 母 音 あ る い は 二 重 母 音 を 表 わ そ う と し た もの と考 え て よ い 。 こ こ で
は(b)(c)のiauau(反 舌 声 母)を 長 母 音UU(uu),(a)のi∂uをyuuで
Tし た い 。
6。 漢 語 音ueiの 表 記
威uei「 牛 」(270):UigBwdOMT.udN.Uig.uy?.
威uei「 房 屋 」(681):Uig.B'β,'wwu.oiN.Uig.?6y.
















　 ミク 　cjSに 後続 して。
ue(i)
n
餓 ⊇ 「箭 」(580):Uig・BwgWu・oqOMT.oqN,Uig.oq.
悪 温 ⊇ 塑 「児 子 」(482):uig.Bwgwlwu.oruloMT.oγul
N・uig・oγUloγli.
約 塾 「無」(85):Wu.yoqN.Uig.yoq.
上 掲果 撮開 口韻g塾 はチ ュル ク語 のoに 対応 するので,こ れ らが ウイ グル
く　
語Aの 後舌母音oを 表示 したものと推定でぎる。しかし,この韻母は初頭音の
表示にのみ使われる。
2。 漢 語 音uaiの 表 記
塊khuai「 羊 」(276):Uig・BqwyWu.qoyOMT.qoyN.Uig.qoy,
塊khuai「 放 」(416):Wu.qoy-N.Uig.qoy一.
蟹 撮 合 口 韻uaiは 対 応 す る チ ュ ノレク 語 音 と 同 じ く ウ イ グ ノレ語Aのoyの 音
価 を 表 示 した もの と推 定 し て よ い 。 漢 語oiuっiは な か っ た 。
30漢 語 音uっ 』の 表 記
(a)科 卜khuo理 「起 」(34):Wu・qoP-OMT。qoP-N.Uig.qop一..




所 児 把 §uつarpa「 湯 」(563):Uig.B営初 η〉'WU.sorbaN.Uig.
sorba.
(b)科 児 一khuaerr見 」(352):Uig.Bkwyr-Wu.k6r-OMT.k6r-
N.uig.kδr、
唾 児thuりer「 四 」(805):Uig.BtwptrtWu.t6rtOMT.t6rt
N.uig.tδrttδt.
李 子Puっtsl「 布 」(536):Uig.BpwsOMT.b6zbUzN.Uig.b6z.
果 囁 合 口 韻uaは 上 掲(a)の ご と くチ ュ ノレク語 の0に 対 応 し,又,(b)の.ご
と く6に も 対 応 す る 。(a)の よ う なuoは ウ イ グ ノレ語Aの 後 舌 母 音oを(b)の
よ うなUOは そ の 前 舌 母 音 で あ る6の 音 価 を 表 示 し た も の と推 定 し て よ い 。 こ
へ くるの
の 恥 が円唇半広母音を表記する一般的漢語音であったといえる。
4。 漢 語 音auiauの 表 記
(a)島 習 一tausi「蓋 」(52):Uig.Bt'qus-Wu.tos-N.Uig.t6s-tos一.
襖 藍aulan「 児 」(471):N.Uig.orlan.
咬 児 刊iauarkhan「 被 」(543):Wu.yurtqanSal.yorganRad.
(krm(osm.Ad))yorran.N.Uig.yotranyotqan.
咬 翫iauuan「 麓 」(145):Wu.yoγanOMT.yorunyoγon.
(b)考 児 徳khauartE「 韮 」(288):Uig,Bk'kwrtd'Wu.k?d?
N.Uig.k?t臾?d?k臠?td?
超 几t§haukhi「 筋 」(592):Uig.B伽 ッ釣Wu.c?iN.Uig.
c?ic?E.
効 撮 開 口 韻auiauは 他 で は ウ イ グ ル語Aのawyawの 音 節 を 表 記 し た 。
し か し 上 掲 例 で は(a)に お い てauが チ ニ ル ク語 のo,iauがyo,(b)に お い
(44)uつが初 頭 音 を 表 示す る こ と は 滅 多 に な い。 例 外 的 な も の と して 次 の例 を 掲 げ る
こ とが で き る:斡 里 豚 唄uつlimait§han「蜘 蛛 」(665)/?m膈`in/,斡児 多uつartu。
「宮 殿 」(670)/ordo/.
<ioa)
てauが6に 対応 してい る。 この内(b)のt§hauはtFhuaが当時 の北京語
で一般 的音節 でなか ったため,そ れ にかわ って66の 音価 を表わす のに用い ら'
れ た と推定 して よい 。それ以 外め ものは,(a)のtau(b)のkhauに 対 して
はtuokhuっ(a)のiauに対 してio,auに対 しては つを用 いてdok6yOo
を表示 で きた。一方,こ のauは ウイグル語Bで は長母音 を も表記 できた(e,
x.Uig.Bxvwt傲au=6)。それ故 ここでは上の6dを 表 わす もの以外 のau
が長 目の母音 を表 わ した と考 えたい。(a)のauが δ(b)の上 段の例 のauが
く　ゆ
δ の音価を表示 した と推定 し,こ れを006bで 示 したい。
5。 漢 語 音unW9η の 表 記





上掲(a)の通 撮合 口韻un～Weη は大体は チ ュルク語のOnに 対応す る。又
(b)では6℃ に対応Lて いる。unは 現代北京語の[un],wanは[ugn]に近
い音価 を もっていた と考 えられる。 ここでは(a)が ウイグル語AのOq,(b)
が6nの 音価 を表示 した もの と推定 したい。
6。 漢 語 音uaniuEnの 表 記
轡uan「 十 」(811)lUig.BwnWu.onOMT.onN・Uig・On.
院 力iuεnli「 路 」(97):Uig.BywlWu,yolOMT.yolN.Uig.
yolyul.







山撮合 口韻uaniuEn(幼音)のua-iuE一はチ ュル ク語 のo,yo`Yr対応 し
てい る。漢語(i)りn(i)Uっnなどめ音節はないので,こ の韻母が ウイグノレ語
Aのoを 含む音節を表示す るのに最 も適 していた と考txられ る。cf.上掲2。。
7。 漢 語 音 ε 丘U｣の表 記
(a)額 児 一 εar「 死 」(533):Wu.61-OMT.61-N.Uig.61..







漢語 には開 口が中程度 の前舌 円唇単母音 はなか った。 それ故(a)ではその母
音に類似 した調音位置にあ る拙撮開 口韻の £を もって,(b)では合 口幼音iuε
をもって ウイグノレ語Aの と りわけ初頭 の6を 表示 し ょうとした と考えたい。
(a)と(b)との表記の違いは(a)が児grLに先行 する場合に多 く現われ るとい
え る。
なお次 の例 は非初頭 に立 つ し,対 応 するチ ュル ク語 例 も 航 を表わすが,や
くゆ




















ω ② ⑥ ・3)軽)
(。。。
単独 の っは初頭位G`現われる。
初頭位 には一 般に現 われない。
初頭位G'.は一般 に現 われない。
初頭位 に現われ る.








上掲 で,auや(i)∂uが 円唇長 母音??を 表示 した と推定 し,こ れ らを
oo66uu?の 形式で再構 した。一方,語 末がnに 終 る若干の単語 にはやは






上掲単語 が もし長 母音を もた ないの なら,t§anmankhanthuanを用い
て簡単 に短母音aoを 含 む音節 を表示 で きた。 わざわざCV+VCの 表記 を
使用 したの は,一V+V一 によ って長 目の母音 を表わ そ うとしたた め と考 え られ
る。 ここでは(a)の 一a+a一が艪ﾌ 音価 を,(b)の 一璽+皇一が6の 音価を表
示 した と推定 して,前 者をaa後 者 をooと して示 したい。
2.2.4母音音系の体系
以上で推定 したウイグル語Aの 母音の音価は九種であった。これらの内iと























ただ し,音 素/i/は/q//γ//x/の前後 に接 して後 舌あるいは中舌狭母音
の異音iを もつ。




























































































2khuっkhε.Wu.bulutUig..Bpwlyd./k?/はふ っ う 「空 」 「天 」 「青 」 を意 味 す る。
cf.p.92.Wu.saman6iyoli.Aでは児 晦 の部 分 が 欠 落 して い る。
12cf.P.93ioo.全て の テ ク ス トで12の 「霜 」.のチ ュル ク語 形 式 と13の 「露 」の形 式 が
































































13cf.12.p.698587,Wu.蓉abnam「 露 」 〈Per.黒 はLで は 里 と な って い る が 誤 写 と







20「 天 は 雲 に な っ た 」?bulut/は 「雲 」 を 表 わ す が こ の 形 式 は チ ュ ル ク語 一 般 に み ら
れ る 。(cf.2)./boldi/の/di/はpast.Lで は 「悉 額 力 也 的 子 」 と な って い る 。 「也
的 子 」 は19の 「也 的 子 」(高)と の 混 同 。Uig,Bpwlydpzuldy「 陰 了 」。
21atghlt,ti/a6iIdi/「開 い た 」。Wu.aδiIdi「晴 了 」。Uig・B'♂ ツ妨,ρ ω1の 「晴 了J。
22cf,P.96.iaiUti/yarudi/:Wu。yarudi「農 光 現 出 」。Uig・Bt'nk'tay.
23khuっIaituaY/k?臈ur/=/k?/「 見 る 」一/臈ur/(presentfuturetense3rd・pers・)・











































































31aIε/a1/は/aq/の 誤 りか?N.Uig.al「 赤 」cf.798,793.




















cf.P,97.「尊 」 → 「遵 」(L以 外)。
ILh｣SIka/gisga/=.N.Uig.qTsq記`short,br重efly'.
isi/isik/:OMT.isigN.Uig.issiq～issir'hot,worm'.













































































50cf.43.N.Uig.ay.tutuluｧ「月 蝕 」(漢 維)。 「黒 」 → 「里 」(L)。
51thuiti/tuydi/:N.Uig.toy一`tobeorbecomesated',「禿 亦 的 」 → 「脱 力 得 」(L)。
52cf.p.102.





60cf.p.75,及 び5の 註 。

































































































akっtuar/aradur/。/aq一/ならN.Uig.OMT.等 で 「流 れ る 」 の 意 味 が あ る 。




75p.6182.Lで は75の 次 に85の 項 目 「無 雨 」 が 入 っ て い る が,そ の 方 が 正 し い 。
76「 下 」 に 当 る/aγadur/の/aγ 一/も 他 の チ ュル ク 語 で はYai'が 立 つ,cf.71.
77cf.14.
78cf.12.
































































































































































































































thala/tara/:N.Uig.drxxda∋rおx`tree'./taraq/の可 能 性 も あ る 。







































































110cf.p.81.Wu.saman「 和 泥 的 草 」ot「 草 」。
111cf.p.6376.
112tuっtuっla/dodola/:cf.N.U{g.d?a「 堆 」(漢 維)。Wu.dobaIaydu「 堆 」。 二 つ
目 の 朶tuつ はpaを 表 わ す 漢 字 の 誤 写 か?
113matsa/maza/:Wu。mazar「 邸 陵 」N.Uig.maz舐maz?
114cf.p.8489,




118th。li。t・ ユ/t・・r・/.cf.725土児 兀 子/t・ ・γ・・/「 竪 」・ こ の 単 語 はL以 外 で は 抜
け て い る 。
119utghl/u6/:N.Uig.u6田6`pointtop'.
120cf.515.
121cf.98.「鳴 」 → 「葛 」(L)。
122cf.115.「串 」 → 「川 」(L)。
123cf.691.













































































127「 闊 」 → 「澗 」(Se).
129thiEliεn/t舐舅/.cf.722帖 浪thislan.「帖 」 → 「貼 」(L)。
130cf.722,723.
131/k?/「 青 い 」(cf.792).「闊 」 → 「瀾 」(L)。
1321ai/lay/:Wu.layN.Uig.lay`clay,mud'.
133cf.795.

























































































154aiIiti/ayridi/(・diはpast);N.Uig.ayr'i・`todivide'.この 項 目 の チ ュ ル ク 語
　














































































170cf.P.93.itghantha/iδinta/=/i6/「中 」 一/int?(3rd.pers.sing.loc.)「城 の
171that§h∂ntha/ta6inta/;/ta6/「外 」 一/int?(3rd.pers・s三ng・loc.).cf.庄垣 内
172akっ/aqa/はyaqaの 誤 り か(cf.98).
173
174thuarfiuen,fiuenは/fon～f6n/と 読 め る が .fwanがな か っ た の で/fan/に 用 い
た と 考 え た い 。cf.M(冠.Chin.番f舅.





































176「1一 独 一 聖 人 」piarialiuutsユthuつin・
177khanar/qir/「堤 」paartghl/bal6iq/「泥 」。
178「1一 女 人 一 囲(垣)」piarxathunthan.
179「 黒 一 虎 」kつlapaar51-
180「 狼 一 地 」P｣liuisar.
181「 大 一 天 」1｣khε/y臾?はMong.
182ut§hyka【1.
183..「黒 一 羊 」kっIakhuai、








「九 一 泉 」thu3khutslbula.
khuiupali.






























































































195tgEliEn/J舐舅/:N.Uig.」Orθn「 黄 羊 」(漢 維)。
196kalaaiau/gararayuu/:N.Uig.gararay「松 」(漢 維)。
197「 黒 一 河 」kっlamulien.
198府 → 麻(Se)let§ha!〕fu(戸》ma).
199khearthie/gYrt?=/qir/「堤 」 一/t?(1㏄ ,)/m?舅n?=/m?舅/「 河 」 一/n?
(gen?).
200「 汗 一 城 」xanpali.
201cf.p.7080.


















































































































































214.thu訊ti/t聴di/=/tU首/.「落 ち る 」 一/di/(past).cf.N.Uig.t聴6聴 「午 」。
215khuluti/qurudi/(/di/はpast):N.Uig.quru-quy・`todry'.




221tghlkaar/6取ar/～/6fqar/=/改x/「 出 る 」 一/ar/(aorist).
222Uig.Bpwyyt.
223Uig.Bt'nkd'yyl.
































































































































225cf:p.57.Uig。Bpwldwrkyyyl「前年 」。ozaqiyi1「前 年」(漢 維)。








































































































































































































以 乞→ 玉 除(L)。
唾 児→ 別 失(L)。
阿 児 場→ 也 場(L)。
也 陽→ 脱 也湯(L)。 但 しLの 脱 に は削 除 記号 が付 せ られ て い る 。
写 乞子 → 脱 庫 子(L)。
愛 密 灘毘 → 湾 別 失 昆(L)。
以 及児 蜜 昆 → 我 唾 子 昆(L)。
昆 →克 車(L)。cf.p.6792.















































































263～268Lで は263は264と 同 じ漢 字 音 表 記 を 用 い て い る 。 又265は266と,267は268と 同
じ も の を 用 い て い る 。263に つ い て はp.6079を 参 照 。
269cf.p.6388.




























































































































































































































































































































































319.thuarma/turma/:cf.Wu.torpu「水 羅 萄 」Osm.bayirturpu`radish'Mong..(D








































































































333uっ1uっtan/ordan/:N.Uig,ordan「茜 草 」(漢 維)。 斡 → 幹(Se)・
334tsafula/zafula/=Hui.za`far舅(本田J。 夫 → 失(ASe).
335Uig.B'pynzvs.336cf.p.78.Uig.Bk'd's.
338atghl/a6/「 開 く 一 」o.
340t§hapu/6ap/「 切 る 一 」:N.Uig.6ap`tocutdQwn'.
341cf.p.80.343里 → 力(L)。
344t§hy§1./6廿首・/・N.Uig.6。 首・「卸 」(漢 維)。
345cf.p.60.
347xuxutiar/x??ir/:N.Uig.gngnrdg血g血rt(Jar).g?g?t(漢 維)Wu.g??t.
的 児 は 児 的./.rd/め誤 写 か 。cf.348.


































































































































































































































































































iamaan.N.Uig.yaman「 悪 」(漢 維)。
cf.p,6578.
iamanicf.376.Uig.By'm'n./i/は3rd.pers.sing.P
i§1iり./iき/「仕 事 」。/yoq/「無 」。



















































































































































































































































406khalai/gilay/=/q▽「為 す 」 一/ay/(1stpersopt・Imp?).cf.379.
407nietuar/n臈ur/=/n?「 何 」 一/dur/(predicativesuf.3rd.pers.).
409cf.P.68.諦 → 商(L)。 額 → 客(ASe).
410iala墨ke.N.Uig.yaraき 「講 和 」(漢 維)。Rad(Kas .Tob)yara首fq`dasPassende,
Alles,passend'.革→ 鳴(ASe)刺 → 勒(L)。
412miq/miq/は お そ ら くminと 発 音 さ れ た 単 語 と 考 え ら れ る が ,韻 母iAが/in/と
再 構 で き る の は/t三/に 後 続 す る 場 合 に 限 ら れ る の で(cf.p.82),こ.こ で は/in/と





























































































419pali/bari/Mong.一/tut/Turk.ど ち ら も 「掌jの 意 味 。
420thala§ しN.Uig.tala首・`tofight'tala・`torob'Lでは 失 の 後 に 空xanが つ づ い








kneel'.迦 は 本 来 は ノk(〉/を表 示 す る が,こ こ で は 例 外 的 に ,現 代 北 京 語 の よ う にi























































































































cf.617、Lで は436と437は 入 れ か わ っ て い る 。
cf.p.65.
cf.634,























































































































447cf.p.74.旦 聖 皇三 幽/t¢rki/:N.Uig.t1三rki`Turkic'.
448cf.p,93.Lで は447と448,449と450が入 れ か わ っ て い る 。
449ia∂rli.N.Uig.yarliqyarlfピordercommand'.
451xan.Uig.Bg'πOMT.xanqanN.Ug.qanChag.xan.
452thu§tman/t繭m盗1/=Uig.B伽 砂 〃〆1「臣 」Mong.t費§me1.
453Aは 把 根 亦 。





















































































469pa§Ua・N.Uig,ba首1iq「 頭 目 」(漢 維)。Uig・B〆"彫 初 く 頭 目。
470khun・1ε θr.Uig,B卿 ♂Wu.qu10Mr.N.Uig.qu1./1ar/(p1.)しか しqularを
表 わ し た の か も 知 れ な い 。
471cf.p.77102./星ar/量よplural.
472cf.537,p.104.


















































































































































































つ い て 首 が 脱 落 した と考 え る べ き だ(cf.494)。Uig.B勘y㎜π ッ々む.
494iama/yama/は/yaman/のnが/k諭/の前 で 脱 落 した と考 え た い。Uig.Bヅ彿'〃











































































































































































































































































翁 六克 亦赤 塔赤/6ηIUUki6taこ/
飲食門(FoodandDrink)




再 構 成 形
/6廿gi/






550numaiθrkan.Mong.(Wu.)n遣merge「 雨 衣 」。
551iasuthu.N.Uig.yastuq`cushion'.
552cf.p.74.Lで は552以 後 は554,556,553,555と つ づ い て い る 。
554pっts1./b6z/:N.Uig.b6z`coarsecotton.stuff'」/γ1zf1/cf.790.
555paxεtha。pahta「棉 花 」(漢 維)。
556cf.799.that§ht/ta6/には 本 来ta首 の 形 式 が 立 つ,/6/は/i6/と 混 成 し た 。
557tshyki.Uig.B伽 舜 ッ 「米 」OMT.t廿ki.Wu.gurun646U/は 本 来 はt§hyで 表































































































































































































































































































































































santu.N.Uig.6and画 「櫃 」(漢 維)。
t§hlla,N.Uig.6iraq「燈 」(漢 維)。
cf.p.80.Uig.B如 π匂.'「 瓶 」。









606t§aut§ai.Wu.∫6∫◎Mong.(Wu.)」6jay「 噛 子 」。
607cf.p.8198.
(143)


































































612kっtsユ.N.Uig.γaz「 鳶 」(漢 維)。




















































































Uig.y了1anWh.yilan.刺に 対 す る.Lの 赤 は 誤 り。
630cf.p.8593.
631puorkε 。N.Uig.b廿rg9「 蚤 」(漢 維)。
632cf.p.607487.
633旦 聖 璽 塑1/tulitay/:Mong・tuulltai(大蒙)・ 璽 塾 亘/γaruδi/:Mong・garudi(大
i蒙).Uig,B型 η躍g・'.
634cf.p.8190.Lで は635と637と が 入 れ か わ っ て い る 。 又,636の 仙 は 海(L)。
635墾 型 讐i聖.cf.Wu.tawusN.Uig.tawustaus`peac㏄k'Hui.ta亘s(本田)。 児 は 思
Sユの 誤 り か 。

















































































































































































































































675sufa/sμfa/:HulSuffah「台 」(本 田)。 蘇 → 螢(ASe)。 叉 赤 児(L)cf・677・
676kっ1εka/qalqa/=N.Uig.qalqa`ashelteragainstthesunorthewind'.
67マt§hat§hDLMong.6a6ir(大 蒙)Wu.6adir.賜 奄 保 里 思(L)cf.679.
678t§hakhulasun/6aqurasun/:Mong(D乙)6aqurasun「瓦 」。
680patsaor.N.Ulg.bazarbaz5rらmarket',










「日が 出 た」。Uig.B"yπ々 伽 η.687～690につ い て はP.164を参 照 。
「日が落 ち た」。Uig.B々4γπ..





































































690thiεpiεn/taban/:Rad(Bar.)taban,unten'.Uig.B切ツ5伽 π.但 し688にAで は .
帖 辺 が 入 っ て い る 。 さ ら に689に 五 思 呑690に 阿 思 廷 が 入 っ て い る 。
691u.slthun.Uig,B物 ッ謡τ砂πOMT,N.Uig筋stnn.
692asユth些 ・N・Uig・ast了n`under・low'・Uig・B'Zのπ・廷 → 所(L)・
693cf.125.
694茎hlεn塾.Wu・kieyin(KIYEYEN)N・Uig・keyin(漢 維)。Uig・B5切 派 匹'..
695/i6/「 内 」 の1㏄.沈 → 泥(L)。Lの 誤 り 。
696/ta6/(〈ta首)「外 」 の10c.沈 → 泥(L),Lの 誤 り。
697cf.P.75.璽 厘/yani/:Wu・yani「 辺 」。Uig.Bsw1.卜 → 北(L)。
698Uig.B四 π々 .
699ialu.OMT.yaruqN.Uig.yoruqyaruq「 明 る い 」。
700phaslkhuna.N.Uig.paskinε.









































































705asltha.cf.N.Uig.asta「 慢 」(漢 維)。
706cf.p.8195.
707cf.、13&





































































































































722cf.p.95.SeAで は 既 必 子 が 置 か れ て い る 。 又Seで は 「深 」 に 対 して 「深 淺 」 と
な っ て い る 。




726iεkior,Wu順gari「 不 周 正 」N.Uig.議griagru`bent'.Uig.B〆符
727cf,p.64.
728iumaIa.N,Uig.yumilaq「 圓 」(漢 維)。
729asi.Wu.yasi「 扁 」。.
730cf。.p..79.Aは漢 字 音 表 記 が 抜 け て い る 。
731「 出 す 一 」。 赤 → 亦(L)。Aは 與 習 喧占。
732thani.N.Uig,tonu-OMT.tanu・.Aは 赤 恰 児 が つ づ い て い る 。 塔 泥 → 泥 塔(L)。

















































































739主 些 」彗 逆.cf.OMT.6t.`tocloss'問rt.`tocover'(CD.N.Uig.6t.「過 」。cf.庄
垣 内('82)P.31.






748皇k∂ 塁.Uig.Bヅg'πOMT.yaqfnN,Uig.yaqfnyeq了n,多 分yaγfnと 発 音 さ れ た 。
749cf,p.59.Uig.B〆 砂 粥.
750atsユ.Uig.B'50Mr.azN.Uig.azas.
751ulu.Uig.B脚 ～町(長 幼 の 「長 」)OMT.uluγN.Uig.uluruluq.
752cf.p.76.



















































































































761「 事 無 し」。 約 → 的(A.Se),
762cf、p.9294,
763塾互 ㎞ §・・f・W・ .・・lqr清」・
764cf.p.93.
.765cf,p.8489.礼 → 里(L)。
766asaii§ しasayi首`c㎝fort,traゆllity'(B(邉rogligeti,A.A1勉傭 観 ゐC鰯 鰐














































































773iaerma.N.Uig,yarmaq「 銅 銭 」(漢 維)。
774cf.p。62.
775cf.p.63.Uig.B説y桑y九
776aslmas1・Uig.B'Z解'∫N。Uig.almas。 最 初 の 思 は 児grの 誤 り か 。
777迦 亟/pulit/～/pulat/(44玉):Wu.pulat「鋼 」<pers.pulad.Ulg.B鋤Z魏.
778Uig.Bg留 ρッg.779里 → 力(L)。
780siork。 冷irγa/:Wu.sirγa「耳 環 」Q781cf.P.6673.
783t§ ∂nt訊Or.N.Uig.zenjir「索 」(漢 維)。



















































































































































































































































































































































































cf.p.94.Lで は823と824と が 入 れ か わ っ て い る 。




pathiman/batman/:Uig.Bp'dm'n「秤 」Wu.patman「 斤 」N.Uig.patman
aweight'.
khulat§hし/qula6/10sm.qula6`fathom'(Red.)




























sanaor.Wu.sana・ 「数 」N.Uig.sana・`tocount'.Uig.B∫'π ツ π.
cf.p.1024。(a)の 最 初 の 例 。
(158)
ぱの
4.ウ イ グ ル 語Aの 言 語 特 徴 に つ い て
4.1音 韻形態上 の特徴
少な くとも元朝時代 まで トゥル ファン等で使用 されていた,い わゆる古代 ウ
イグル語(=古 代中世ウイグル語)と 呼 ばれ る チ ュノレク語 とウイ グル語Aと を 比
べてみれば後者 は明 らかに前者 よ りは発 展 した音 韻形態上 の特 徴を もってい る。
た とえば,`古代 ウイグル語'(0.uig.)のd(δ)を もつ多 くの単語 が現代





「畏兀児訳語 」は単語集 であ るた め,接 尾辞 な どの文法的機 能を担 う形態 を
知 る上では恵まれた言語 資料 とはい えない。 しか し少数 ではあ るが,現 われて
いる接尾辞 の形式 は`古代 ウイグノレ語'よ りはチ ャガタイ語 や現代東 方チ ュノレク
語 に近 い形式 を呈 している。た.とえば,一 人称単数 の願望形 は,`古代 ウイ グル
語'では 。ayin～一ayinとい う接尾辞 を用いたが,ウイ グル語Aで は チ ャガタイ
語,新 ウイ グノレ語,ウ ズベ ク語 にみ られ る 。(a)y～(a)yを 用い る:/sor-
ay/「問」(361)。又,三 人称単 数現在(未 来)形 の接尾辞/一adur～ 一adur/
(<一a/一a(gerund)一tur(「立つ」)一ur(aorist))や/一pdur/(<P(gerund)
一tur-ur)も`古代 ウイグル語'に はふ つ う現われ ない:/k6r-adur/(23)/aγ一
adur/(71)/tila-pdur/(365).この よ うに,ウ イグノレ語Aは 明 らかに`古代 ウ
イグノレ語'よ りは新 しい音韻形態上 の特徴 を もってい る。
だが ウイ グル語Aは 「清 文鑑」 チ ュノレク語 と比べ たな ら,後 者 よ りは古い特
徴 を数 多 くもっている・た とえば`古代 ウイグノレ語'のediz「高」 やyapurγaq
「葉」 は ウイ グル語Aで も/ediz/(745),/yapurγaq一/(565)が現われる ,
「清文鑑」 では新 ウイグル語 にみ られ る形式 であるigiz,yopurmaqが現わ
れ る。yopurmaqの第一音節母音 は 第二音節 の 円唇母音 に逆行 同化 した もの
(47)この章の内容は,庄垣内('82)に基づいて構成した。
(159)
で,本 来 のaに 対応 する。 この よ うな同化 は 「清文鑑」 ではi(〈i)に 先行す
るaのeへ の変 化において もみ られるが,こ れ らは新 ウイ グル語北方方言 とつ





又,先 に述べた三人称単 数現在 形の 一adur～tidurは「清文鑑」 では既 に
末尾の 一rが脱落 した形式 となった。
.
以上 の ごと く`古代 ウイ グル語'よ り新 し く 「清 女鑑」 チ ュル ク語 よ りは古い
特 徴を もった ウイグル語Aを,明 代 ウイグル文語 の形式で あるウイグル語Bと
比べてみ るなら,前 者は後者 よ りは発達 した音 韻形態上の特徴を示す ことがわ
か る。先に掲げた よ うに ウイグル語Aで はyに 変化 した,も とめdが ウイグノレ
語Bで はPwdPtnwdの ごと く保たれ ていた。「足」を表わす単語 は ウイグノレ
語Aに は 出てこないが,Bで は'd'q一ツ 「脚」(No・1-26a)のごと くなおdが 保
たれ てい る:cf.Wu.ayaq.現代:東方 チ.ユル ク語 では前 舌母音Uやiの 前で
tが6に 白蓋化 した単語 が しば しばみ られ る。 この変化は ウイグノレ語Bに は
ないが,Aで は認 め られ る。
0.Uig.Uig.AUig.BN.Uig.
「米」tUgi6Ugi(298)tWPtkPt一
ソ 　ロロ　 リ ソリ　
「降 り る 」tUs-cus一(413)twツscus一
「螺 」qatirqa6ir(619)q'4ツrxa6ir






















上掲 中,ウ イグノレ語Aの/yamγur/は γm>mγ の音位転 換を起 した形式
で あるが,東 方 チュルク語 中,新 ウイグノレ語 や ウズベ ク語 は この変化を経験 し
ている。 しか し,同 じ東方チ ュル ク語 の中で もサ ラノレ語 やサ リッグ ・ウイグル
語 はなお古い形式 を留めている。即ち この点に関 しては これ ら東方 の二 言語 は
ウイグル語Aと は直接 に結 びつかない。/saksan/はsakiz「八」 とon「 十」
か らなる複合 形式 であるが1同 じ数詞 の中で 「十 一」 は ウイ グノレ語Aで は 「清
文鑑」や新 ウイ グル語,ウ'ズベ ク語 な.どと同じ く/onbir/〈十 一〉 と表現
するが,ウ イグル語Bで は`古代 ウイグル語'と 同様 に6ッ7ッッ勿 槻 ッ〈一 二
十〉 と表 現す る。 この古い特異な算定法はサ リッグ ・ウイグル語 に も 保たれ
てい る。
以上の ごと く,ウ イグル語Bの 音韻や形態が`古代 ウイグル語'に近い特 徴を
もってい るのに比べて,ウ イグル語Aは それ よ りは現代語 の新 ウイグル語 や ウ
ズベ ク語 に近 い ことがわか る。
4.2語 彙上の特徴
東方 チ ュル ク語 は元朝以後,蒙 古人 との接触や西方か らのイスラム化 に伴 っ
て,蒙 古語,ペ ノレシャ語,ア ラ ビア語 な どの語彙を大量に導入 した。 ウイグノレ
語Aに もこれ らか らの借用語は多い。
ウイグル語Aに おけ るペ ノレシ ャ語 とアラ ビア語 か らの語 彙借用 の程度 を 「清
文鑑」や ウイグル語Bと 比較 したな ら,音 韻 や形態特徴 の比較 の場合 と同様 に,
ウイグル語Aは 両者 の中間的な位置 にある ことが わかる。 た とえば次 の意味 を
表 わす単語 は 「清文鑑」 では借用語 を用 いているのに対 してウイグノレ語Aで は








一方 ,次 の よ うな単語 では逆 に ウイグル語Aは 「清文鑑」 同様 に,`古代 ウイ
グル語'の形式を既に借用語形式 に 置 きか えているのに,Bで はなお古 い形式
を留 あている。
0.Uig.Uig.AUigB
「生 命 」isig6z∫aan(534)'5露 初5"
「医 者 」otこitabib(455)"4δ ッ
「桃 」tUIU9§aftalu(308)彦ωッτσゐ





















上掲 中 「寺」は,ウ イグル語Bが`古 代 ウイ グル語'で仏教用語 として用い ら
れた ソ ク ド語仲介 のサ ンスク リッ ト形 ρ四g'r(buqar(》Uig.<Sogd.βプ〆7
〈Skt.vihara)で表現 してい るのに対 して,Aは ペノレシャ語形but`idol'と
ay「家」に よる形式/butUy/を用 いている。一方 「清文鑑」 は新 ウイグル語
や ウズベ ク語 と同 じ くペノレシャ語形butxana～butxana`ido1-houSe'を使用
している。 ウイ グル語Aは ペノレシャ語 とチ ュル ク語 とを合 わせ た形式 であ って,.
丁度 ウイ グノレ語Bと 「清文鑑」 の中間階段 の形式 とい って よい。
又,ウ イ グル語Aの 若干の単語 は古い形式 と新 しい借用語 とを並記 してあ り,





一方,蒙 古語か らの借用語 は ウイグノレ語Aの 語 彙体系の大 きな特徴 となって
い る。確かに この 中には ウイグル語Bや 「清文鑑」 と同 じ形式を示す もの もあ
る。 しか し次の よ うな蒙古語はBや 「清文鑑」は もちろ んの こと現代東方 チュ

































4,3ウ イグル語Aの 特異 な特徴
他 の東方 チ ュノレク語 と比べ て ウイ グル語Aが 特異 な特徴 を もつ ことは上 の蒙
古語か らの借用語 に もよ く現われ てい るが,そ れ以外 に も形態や文法,語 彙の
面 で多 くの特異 な形式をみ ることがで ぎる。
た とえば,.東方 チュノレク語 では序数は基数形に 一Vn6とい う形態 をつけて表
現す るが,ウ イグル語Aで は この よ うな接尾辞は存在 しない:「三月」/U6ay/
(2380・Uig・U6ttn6qyUig・B切ツ∂"拶'y),「五月」/ba§ay/(2400.Uig.
bi蚤inこayuig.BPツSynδ'こy).
又,格 語尾 の使用 や形態 の配 列形式 において も 特異な ものがみ られ る。「城
に入 る」 「馬に乗る」な どの表現 はチ ュノレク語 では 「城」や 「馬」 にはふつ う与
格語尾をつけ て・()・Uig・b耳liq-gakir一・ t一璽bin一㊧ ごと く表現す るが,ウ
イグノレ語Aで は/baliqkir/(169),/atmiO一/(412)のごと く格語 尾を必要 と
していない。「正旦」 は/kUnyaηηi-niay/(226)〈日一新一 の一月 〉 と表
現 されているが,本 来 のチ ュノレク語語順 に従 えば/ay-niyaηrpikUn/〈月一
く　
の一新一 日〉 となるとζろである。即ち各形態は全 く逆の順序に並んでいる。
このような形態・文法上の特異な特徴は実際に使われていたチェルク語の形
式を反映 したのではなく,む しろこの単語集を書 き記 した人物自身の手によっ
(48)ウイグ ル 語Aに は/moγoy/の他 に/yilan/の形 式 も並 記 して あ る。'
(49)・niはも と も と対 格 を表 わす が,チ ャガ タ イ語,ウ ズ ベ ク語,一 部 の新 ウイグ ル 語
で は 属 格 語 尾 と して も使 用 され る よ うに な った 。 ウ イグ ノレ語Aに は/・nl/の他 に 古 形
の/・niη/・.もみ られ る:/ay・nigbif/.「一 日」(248)。
(163)
て現われたものと推定 した くなる。























ウイグノレ語Bは`古 代 ウイ グノレ語'と 同じ単語 を 用い てお り,「清 文
鑑」は新 ウイグノレ語 と同 じ くアラビア語 か らの借用形式を用いてい る。 これ ら
に対 して ウイグノレ語Aの 形式は次の よ うに解釈で きる:/kUn6ixdi/<日が出
た〉=「 東」(cf..「日出」(37))/kUnbasdi/〈日が落 ちた〉=「 西」(cf・「日
落」(38))/kUntU§di/〈日中〉=「 南」(cf・39)/taban/〈下〉=「 北」。
これ らは全て チュノレク語 本来の形態か ら出来 てはい るが,一 般には方位表現 と
して用い られ ることは ない。






ウイ グル語Aの/qiriγi/は/q董riγ/〈縁,端 〉に所 有語 尾 一1をつけた形式
と考え られる(cf.521)。yabizは古代 チュノレク語 で 「悪」 を表 わす形式 である
が,ウ イグル語Aで は 「低」の他に 「浅」に も用 い られてい る(723)。「茶」 は
ウィグノレ語Aで は他に ノyapurγaqsaman/(565)も現 われる。Bの ∂'6aは
もちろん漢語 茶の音写で あるが,`古 代 ウイ グル語'には知 るか ぎ り 「茶」を意
味す る単語 は 現われ てい ない。「清 文鑑」 や新 ウイグル語 の形式が 現代 チ ュノレ
ク語 でマ騨 用い られでい る・ ウイグ・レ語今の/sam副 は他 では 「草」 に当
そ られ てい るが(110),ふつ うのチ ュル ク語 では この単語 は 「藁」 を意味す
(164)
る。/yapurγaq/は「葉」 を表 わす。
これまでに掲 げた ウイ グル語Aの 特 異な語 彙は,東 方 チ ュル ク語 が本来 の語
彙 をイス ラム圏言語 の もの と交換 する過程 において一時 的に使用 した もの と考
え.ることもで ぎる。 しか し,た とえば 「雲」 を表 わす単語 は東方 チ ュノレク語 に
おい ては古代以来bulutの 形式 を継承 しているのに,ウ イ グル語Aで は一貫
して/k6k/を あててい る(2etc.)。k6kはふつ うの チュノレク語 では 「空,
青」を意味す る形式であ ってAに もこの形式で 「青」が表わ されてい る(792)。
「青雲」 はk6kk6kと 表現 され る(28)。しか し,チ ュル ク語 には この よ う
にbulut→k6kの 単語交換 をする必要 性は決 してなか った。それ故語 彙の交
換過程 に起 った一時的使用 とい うのは この単語 にはあてはま らない。む しろ こ
の単語集 を書 ぎ記 した人物 のチ 止ル ク語 につ いての知識 の低 さ,あ るい はイ ン
フォーマ ン トか らの採録方法 の不備が原 因 してい る もの と推定 すべ きである。
おそ ら くこの場合以外 のウイグノレ語Aに み られ る特異 な形式の多 くが,同 じ原
因に よって起 った もの と推定 してよい。
4.4チ ャガタイ語 と共通す る特徴
明代 の中央 ア ジアでは十 五世紀初頭以来発 展 して きた≠ ヤガタイ語 が公用語
として広 く用い られ ていた。 この言語 の成立過程 は十分 には解 明され ていない
が,現 代方言の 中では ウズベク語 に最 も近い といわれ てい る。 しか し,新 ウイ
グル語 と も共通す る多 くの特徴を もってい る。
チ ャガタイ語 が明代に トゥル ファ ン,ハ ミ地方のチ ュノレク語 と如何な る関係
にあ ったかは よ く知 られていない。ただ この言語 は現代東方チ ュノレク語 の一般
的特 徴を備えてい るだけではな く,`古代 ウイグル語'な どにみ られ る古 形を も
よ く保存 してい るので,当 然の ことなが ら ウイグノレ語AやBあ るいは 「清 文
鑑」 の特徴 と色々の点 で共通性 を示 す。 しか し,チ ャガタ イ語 の重要 な音韻特
徴 である 一aγu一〉 一awu一aγu/一agU>一aw/一awの変化 は,ウ イ グル語Aに

































上掲 中,ウ イグノレ語Bのgッ 〆γ"と だ獅'4'とは漢字表記では起労 璽 塑
吼児得xeu∂rteiとな ってい るので,実 際の発音形式は ウイグノレ語Aの もの
とよ く似 ていた と 考え られる(cf.2。1.2.6註38)。「清文鑑」は,「甜瓜」 「霜」
の よ うにウイグノレ語Aや チ ャガタイ語 との 同形式 も現われ るが,「聾」 や 「曙」
な どは それ らよ り古い形式を保 ってい る。「寒」 のsoqは ウイグノレ語Aな どと
は直接むすびつかず,Bのsoyuq(5測ツπ9)の形式を経 て発達 した形式 と推定
で ぎる。「鶏」のtuxiもBのtaqaw(〆g'")を経 て発達 したと考 えられ る6
taqawは古代 ウイグノレ語 のtaqiγuからカ ーシュガ リーの辞典 な どに現われ る
taqaγuの形式を経た形式 と推定 できる。ウイ グル語Aな どのtawwuq～tawuq
はtaγuqから発達 した。
上記 の事柄 は,上 掲 の ウイ グル語Aの 形式が全体 として ウイ グノレ語Bや 「清
文鑑」 よ りチ ャガタイ語 に近い こ とを示す と同時 に,そ の形式 の中にはチ ャガ
タイ語 とは一致す る もの の他 の二言語 とは歴史的 につ なが らない もののある こ
とを示 してい る。
5.結 語
現在 の トゥル ファン,ハ ミを中心 とした地域 で使用 されていた明代 ウイグノレ
ロ語,即 ち 「畏兀児館課語」の チ ュノレク語 である ウイ グル語Aは,`古 代 ウイグ
ノレ語'や,明 代 ウイグル文語(ウ イグル語B)よ りは新 しい 言語特徴 を もち,
清代新 ウイグノレ語(「清文鑑」 チ ュル ク語)よ りは 古 い特徴 を示 す 言語 である





てお り,当時の中央アジアチ ュノレク語が如何に複雑 な環境下にあったかをよく
示している。そして,こ のような言語が後に整理され,現在の東方チュルク語
(中央 アジアチュノレク語)に 発展していったことは確かである。
ここに掲載 した再構語彙が,チ ュル ク語研究,と りわけ東方チュル ク語史研
究にとって今後重要な資料 となることを疑わない。
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なお,乙種本 「高昌館訳語」に関する最新の研究として次の2点を註(2)に付加 してお
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